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.1 .はじめに 


付属品を巧認する 


じ(下の付属品びあることを確認してください。 
• セットアップ用マイク 
• リモコン 

•単4形乾電池(動作確認巧） X 2 
• 冉 M ループアンテナ 
• FM アンテナ 
-電源コード 
•保証書 

-取掘説明書(本書） 


U モコンに電池を入れる 



〇重要 

電池を誤って使用すると液漏れや破裂の危険びあ 
ります。巧のま意を守ってください。 


新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜて使 
巧しないで < ださい。 

乾電油のプラスとマイナスの向をを電池ケース 
の表示どおりに正しく入れてください。 
乾電池には同じ形状でち電圧の異なるちのびあ 
ります。種類の違ラ乾電池を湿ぜて使巧しない 
で < ださい。 

不要となった電池を廃棄する場合は、各地方自 
治体の指示(条例)に従って姐理してください。 
電池を直射日光の強いところや、炎天下の車内’ 
ストープの前などの高温の場所で使用-放置し 
ないでください。電池の液漏れ、発熱、破裂、 
発火の原因になりまず。また、電油の性能や寿 
命び低下することがあります。 


リモコンの操作轟囲 


本機を U モコンで操作ずるときは、 I 」モコンをフ〇 
ントパネルのリモコン信号受光部に向けてください。 
U モコンと本機との間に障害物びあったり、 U モ 
コン受光部との角度び悪いと操作でをない場合び 
ありまず。 

U モコン受光部に直射日光や壁光むなどの強い光 
が当たると誤動作することびあります。 

ホが線を出す機器の近くで本機を使用したり、ホ 
斜線を利用した他の I 」モコンを使用すると、本機 
び 誤動作する ことび あります。逆に本機の U モコ 
ンを操作すると、他の機器を誤動作させることち 
あります。 



設置にごいて 


放熱のため、本機の上に物を置いたり、巧やシー 
卜などをかぶせた状態でのご使巧は絶対におやめ 
ください。異常発熱により故障の原因となる場合 
びあ0ます。 



A ま意 

本機を設置する場合には、壁から巳 cm 切上の間 
隔をおいて<ださい。また、放熱をよ<ずるため 
に、他の機器との間はみし離して設置してくださ 
い。ラックなどに入れるときには、本機の天面か 
610 cm じ(上、背面から已 cm じ(上、側面から 
已 cm 政上のすきまをあけてください。内部に熱 
びこをり、火災の原因となることびあります。 


10 cm 社離す 
本機 • 广 


I 本機の設定の流れ 


本機はをくの機能 や 端 デを 装備した本格的な AV 
アンプでずび、政下の手順で設定をするだけで簡 
単に ホームシアターを 楽しむことびで去ます。 
手順の色は、し U 下の意味を表しています。 


必ず行ラ手順 


〔必要に応じて行う手順, 


♦ ♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦みみ 
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.1 .る部のを郝 



し:|下のボタン(機能)は本機では使用しません。 

• iPod USB 、 NETWORK 、 ご义 iPod 
CTRL 

1電源む 

本機の電源をオン/オフ（スタン J くイ）にします。 


2入力切り換えボタン 

本機の入力を切り換えます。（一13ページ） 
アンダーラインび付いている入力を選ぶと、リモ 
コンでその入力に対応したパイオニア製の他機器 
を操作でさるよラになります。 

-他機器操作のリモコンコードを変更することは 
で走ません。 

3 IAV アンプ I 

リモコンを本機の操作モードに切り換えます。ま 
た、ホーム六ニュー設定などを行ラとをに使用し 
まず。 

4アンプ操作ボタン 

下のアンプ操作は IAV アンプ] ボタン対田してから 
行います。 

スリープ 

ス U —プタイマーを設定します。30分、巨0 
分、目□分の中から設定した時間び経過する 
と、本機の電源びオフ（スタンバイ）になりま 
す。設定後に スリープ ボタンを押すと、タイ 
マーの経過時間を確認でをます。 

スピーカー 切換 

音声を出力するスピーカー端子を切り換えま 
す(一8ページ)。 

ディ マー 

フ□ン トパネル表示部の明るさを切0換えまず。 

状態確認 

本機の表示を切り換えます。（選択している 
入力によっては、プリアウト設定や UP MIX 
設定の内容を確認でさます。） 

■ Ul 下のチューナー操作は TUNER ボタンを押して 
から巧います。 


表示 

記憶させた放送局の名前を表示します(^1己 
ぺージ)。 
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UTF のプレーヤー操作は BD や DVD ボタンを押し 
てか日巧います。 

音声切換 

スレーレイディスクや DVD の音声を切り換え 
ます。 

表示 

プルーレイディスクや DVD のディスク I 睛報を 
表のします。 

呂アンプ/他機器操作•設定ボタン 

じ(下のアンプ操作は lAV アンプ I ボタンを巧してから 
行いまず。 

ッール 

本機のサラウンド効果の設定などを行います 
(一18ページ)。 

ホ ー ムメ ニュー 

ホー 乂ニュ ー画面を表示して本機の各種設 
定を行います。 

戻る 

本機のホームメニュー設定や各種メニュー画 
面で1つ前の画面に戻りまず。 

切下のチューナー操作は TUNER ボタンを巧して 
から行います。 

ッール 

記憶させた放送局を呼び出したり、名前を変 
更ずる時に使用します(一1已ページ)。 

じ(下のプレーヤー操作は BD や DVD ボタンを巧し 
てから行います。 

トップメニュー 

プルーレイディスクなどのトップメニューを 
表のします。 

メニュ ー 

DVD などの六ニュー画面を表示します。 

ホ ー ムメ ニュー 

ホーム六ニュー画面を表示しまず。 

戻る _ 

メニュー画面で1つ前の画面に戻りまず。 

巨 tl ■和今 / ENTER 

本機のホームメニュー設定などの操作に使巧しま 
す。また 、 t ♦はラジオの放送局を合わせるために、 
>ま記憶した放送局の呼び出しに使巧します。 


7他機器操作ボタン 

►、■などのボタン操作は入力切り換えボタンで 
操作する機器を選択してから行います。 

し^下のチューナー操作は TUNER ボタンを押して 
から行います。 

パンド 

冉 M と FMSTERE 0 (ステレオ )、 FM MONO 
(モノラル)を切り換えます(一1己ページ)。 

選局 +/— 

記憶した放送局の呼び出しに使用します。 

チューニング +/- 

ラジオの放を局を合わせるために使用します。 

8 ECO 

本機をエコモードに切り換えます(一1巨ページ)。 

9 S . レトリ パー 

サウンドレト I 」パー機能のオン/オフを切り換え 
まず(一17ページ)。 

10 IJ スニングモードボタン 
AUT 0 /DIRECT 

オートサラウンド再生やタイレクト再生に切 
り換えます(一1巨ページ)。 

ALC/STANDARD 

サラウンド再生やオートレベルコントロール 
モードに切り換えます(一1目ページ)。 

ADV SURR 

アドバンスドサラウンド再生やフ□ントサ 
ラウンド.ア ドバンス再生に切り換えます 
(一 1巨ぺ—ジ)。 

SOUND WING 

サウンドウイングモードに切り換えます 
(一 1巨ぺ—ジ)。 

11音量 +/- 

本機の音量を調節します(一13ページ)。 

。消音 

消音します。ちラー度巧すと解除されます。 

































































各部の名称 



1 c !) STAND 巳 Y / ON ボタン 

本機の電源をオン/オフ(スタンバイ）にします。 

2 PHONES 端子 

へッドホンを接続します(一13ぺージ)。 

3 PORTA 日 LE/MCACC SETUP M に端テ 

携帯音楽プレーヤーなどを接続して、本機で音楽 
を楽しめます。 

また、スピーカーの自動設定を行うときに、付属の 
セットアップ巧マイクを接続しまず(一12ページ)。 

4 U モコン信号受光部 

「 U モコンの操作範囲」をご覧ください（一3ペー 
ジ)。 

呂表示部 

r ディスプレイ」をご覧くださいいち試。 


6 MCACC インジケーター 

アコースティックキヤ IJ ブレーション EQ をオン 
にしているときに点灯しまずい18ぺージ’)。 

7 HDMI インジケーター 

HDMI 対応機器と接続処理中に点滅し、接続び完 
了すると点なします。（一11ページ） 

8 INPUT SELECTOR ボタン 

本機の入力を切り換えまず(一13ページ)。 

9 SOUND RETRIEVER ボタン 

サウンドレト LW く一機能のオン/オフを切り換え 
ますい17ページ)。 

10 MASTER VOLUME ダイヤル 

音量を調節します。 


A ミち意 

製品の仕様により、本体部や I 」モコン(付属の場合)のスイッチを操作することで表示部びすべて消えた状 
態となり、電源プラグをコンセントから损いた状態と変わらなく見える場合びありますび、電源の供給は 
停止していません。製品を電源から完全に遮断するためには、電源プラグ(遮断装置)をコンセントから抜 
く必要びあります。製品はコンセントの近くで、電源プラグ(遮断装置)に容易に手び届くように設置し、 
旅行などで長期間ご使用にならないときは電源プラグをコンセントから损いてください。义がの原因とな 
ることびあ0ます。 


1ドルビーデジタルインジケーター 
□□ D 

ドルビーデジタル信号び入力されているとさ 
に点なします。 

□□ TrueHD 

ドルビー TrueHD 信号び入力されているとを 
に点なします。 

□□ D + 

ドルビーデジタルプラス信号び入力されてい 
るとをに点灯します。 

EX 

ドルビーデジタルサラウンド EX デコードを 
行っているとをに点なします。 

PLII ( x / z ) 

ドルビープ □ □ジック11、ドルビープ□ロジッ 
ク llx またはドルビープ□□ジック llz デコード 
を行っているときに点なします。 

2 DTS インジケーター 
DTS 

DTS 信号び入力されているときに点なしま 
す。 

HD 

DTS - EXPRESS または DTS - HD 信号び入力 
されているとさに点なしまず。 

ES 

DTS - ES デコードを行っているときに点灯し 
ます。 

96/24 

DTS 96/吕4信号び入力されているときに点 
なします。 


3リスニンクモードインジケーター 
AT 

オートサラウンドモード選択時に点なします 
(一16ぺージ)。 

DIR 

U スニングモードで DIRE 巳 T または PURE 
DIRECT モードび選択されているとさに点な 
しまず(一1已ぺージ)。 

4音声信号インジケーター 
D 

デジタル音声信号を選択しているとさに点な 
します。選んだ入力にデジタル信号び入力さ 
れていないとさは点滅します。 

HDMI 

HDMI 信号を選択しているとをに点なします。 
選んだ入力に HDMI 信号び入力されていない 
とさは点滅します。 

呂キャラクター表示部 

通常は上段に I 」スニングモードと音量、下段に入 
力び表示されますび、操作時や各種設定時は異な 
りまず。 

6スリープタイマーインジケーター 

ス U —プタイマー設定時に点打します(一4ページ)。 


る部の名称 
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.1. スピーカーの接続 


スピーカーの 配置/巧 用 パ ターン 
を選ぶ 


フ□ント左ち ( L / R )、 センター ( C )、 サラウンド 
左ち ( SL / SR ) の各スピーカーと、アンプ内蔵サ 
プウーファーを本機に接続して、臨場感あふれる 
己. 1 ch のサラウンドサウンドび楽しめまず。 

また、お手持ちのアンプを使用して、サラウンド 
バック左ち ( SBL / SBR ) またはフ□ント八イト左 
ち ( FHL / FHR ) のスピーカーを接続して 7.1 ch サ 
ラウンドシステムにシステムアップでをます。 
•サラウンドバックスピーカーは、1本 ( SB ) だ 
けでも巨.1 ch サラウンドで楽しめまず。 

最適なサラウンドサウンドで楽しむために、ス 
ピーカーは下図のよラに設置してください。 


已 . Ich サラウンドシステム 






ホ サラウンドバ ックまたはフ曰ントパイトス ピー 
力一を接続するには、 別途が部アンプが必要です。 
詳しくは、7ページをご覧くださ■い。 


上記のサラウンドシステム（メインシステム）のほか 
に、スピーカー目システムを接続して、メインシス 
テムと同じ音声をステレオで楽しむことびでをまず。 

• メインシステムでサラウンドスピーカーを接続 
している場合は、スピーカ ー B を接続すること 
はでさません。 

スピーカー B を使用しているとをは、メインシ 
ステムではフ□ント/センタースピーカーおよ 
びサブウーファーのみ音び出ます。 

• スピーカー日ではサブウーファーを接続でさま 
せんので、フルレンジスピーカーを使用してく 
ださい。 
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r スピ—力—配置について 


スピーカー配置で音質に影響のあるボイントにつ 
いて、し U 下の点を参考にしてください。 

•フ□ント左ちスピーカーは、それぞれテレビか 
ら等距離になるよラに配置して<ださい。 

-ブラウン管テレビの近くにスピーカーを配置ず 
る場合は、防磁型のスピーカーを使用するか、 
スピーカーをテレビから離して<ださい。 

•センタースピーカーは、テレビの音をより自然 
に再生ずるために、テレビの上か下に配置して 
ください。また、視聴位置からセンタースピー 
カーの距離は、フ□ントスピーカーの距離より 
も近くならないよラにしてください。 

•サラウンドスピーカーは、視聴位置での耳の高 
さから60 cm 〜90 cm 上方に、みし下向き 
に配置してください。また、左ちのスピーカー 
び向を合わないよラに設置して<ださい。 

• 7.1 チヤンネル（サラウンドバック）システムの 
スピーカー 配置 例で、 サラウンド スピーカーを 
U スニングポジションの真横に配置できないと 
きは、本機の UP MIX 機能を日 FF にしてヴラウ 
ンドサウンドを補正します。詳しくは rup MIX 
機能を使ラ」（一] 7ページ)をご覧ください。 

•フ□ント八イトスピーカーは、フ□ントスピー 
カーの真上] mULL の高さに設置して<ださい。 

A ま意 

センタースピーカーをテレビの上に置くと去は必 
ず適切な方法で固定してください。地震などの 
お動によりスピーカーび落下して人びけがをした 
り、物を破損する原因となりまず。 


〇重要 

• S-HV 已〇 0 -LR や S-HV 巨00 巨などのスピー 
カーは設置方法び指定されていることびありま 
す。詳しくは、スピーカーに付属の取掘説明書 
ご覧ください。 

-サラウンドバックまたはフ□ント A イトスピー 
カーを接続ずる場合は、別途が部アンプが必要 
でず。外部アンプを本機の PRE OUT SURR 
BACK/FRONT HEIGHT 端子に接続し、外部 
アンプにサラウンドバックまたはフロント八 
イトスピーカーを接続しまず(一7ページ)。 
また、プ U アウト端子の設定を、サラウンド 
バックスピーカーを接続した場合は rSURR . 
BACK 」 に、フ□ント八イトスピーカーを接続 
した場合は 「 HEIGHT 」 にしてください(サラウ 
ンドバックまたはフ□ント八イトのいずれのス 
ピーカーち接続しない場合は、プ1」アウト端子 
の設定は関係しません） （^22 ページ)。 


スピーカーを接続ずる 


本機は最低2本のスピーカー（図のフ□ントス 
ピーカー)び接続されていれば音を再生でをます 
び、左記のよラにセンター/サラウンドスピーカー 
とサブウーファーを接続して己.] ch サラウンド 
システムにすることをお勧めします。なお、サブ 
ウーファーを使用しないとをは、フ□ントスピー 
カーの設定を 「 LARGE 」 に設定してください（「ス 
ピーカーの設定を巧ラ」（一20ページ）をご覧< 
ださい)。 

スピーカー端モについて、視聴位置のち側にある 
スピーカーは R 端子に、左側にあるスピーカーは 
L 端子につなざます。接続するとをは、スピーカー 
の極性 ( + /-) と本機の極性 ( + /-) を必ず合わ 
せてください。 

スピーカ ー日 端子に2本のスピーカーを接続し 
て、他の部屋でステレオ音声を聞くことちで定ま 
す。スピーカー端子の切り換えについては、8ぺ一 
ジをご覧 < ださい。 

•スピーカーは、インピーダンスび4 Q 〜]巨 Q 
のスピーカーをご使用 < ださい。 

すべての接続び終わってから、最後に電源コード 
をコンセントに差し込んでください。 


































スピーカーの 接続 


r スピーカーコードを接続ずる 

I スピーカ ー A 端"宇 

①スピーカーコードの先端をねじる。 

③ スピーカー端テを緩め、スピーカーコー 
ドを差し込む。 

③スピーカー端テをしめる。 



スピーカー己端モ 

① スピーカーコードの巧端をねじる。 

② スピーカー端テのツメを開いて、スピー 
力ーコー ドをお実に差し込む。 


③ツメを閉じて固定ずる。 

1 2 一 



10 mm 



スピーカー端子について] 

スピーカーコードを接続するとをは、お線を しっ 
かりねじり、スピーカー端子からはみ出していな 
いことを確認して<ださい。な線び U アパネルに 
接触した0、お線どラしび接触すると保護回路び 
働いて電源び切れる（スタンバイ状態になる）こと 
びあ0ます。 

接続には市販のスピーカーコードとオーディオ 
コードをご使巧<ださい。音質をよ<するために 
は、より高品質なスピーカーコードをご使用くだ 
さい。 


A ミ主意 

スピーカー端子には非萬に高い電圧び出力されま 
す。感電の危険を避けるため、スピーカーを接続 
する前に必ず電源コードを旅いてください。 


■ スピーカーケーブルのお線を 
本体に接軸させない 



スピーカーケーブ j レのお線び本体 
金属部に触れると、スピーカーを 
破損し、発煙•発火になる恐れびあ 
りまず。 

スピーカーケーブルは確実に差し 
込み、簡単に抜けなしにとを確認 
してください。 

、 ■> 


ドラウンドバックまたはフ□ント 

I 八イトスピーカーを接続する 

本機の PRE OUT SURR BACK/FRONT HEIGHT 

端子にアンプを接続し、そのアンプとサラウンド 
バックまたはフ□ント八イトスピーカーを接続す 
ることで、 7.1 ch 再生を行うことびできます。 

-サラウンドバックまたはフ□ント A イトスピー 
カーを接続した場合は、プ U アウト端子の設定 
び必要です(一22ページ)。 

•サラウンドバックスピーカーを1本だけ接続 
するとをは、サラウンドバックスピーカーをア 
ンプの L 側のスピーカー端デに接続し、本機の 
L(Sin 吕 le) 端デとアンプの L 端デを接続します。 


フ□ントち 
スピーカー 

R 


© 0 



センタースピーカー 

C 


© 0 



フ□ント左 
スピーカー 

パッシブ 
ヴブウーファー 
( S - SLW 500) 

SW 


© 0 


© 0 
圓 



Q SR または SL または 

乂 ti —力一日ち 乂ピーカー目左 


SBR/FHR S 己 L/FHL 


サラウンドバック 
または 


© 0 


© 0 



サラウンド7 くツクまたはフ□ントノ 卜 

チヤンネル用アンプ 


〇重要 

• SPEAKERS SUBWOOFER 
端デは、パイオニア製パッシブ 
サブウーファー S - SLW 已〇〇接 
続用の専用端子です。その他の 
サブウーファーを接続する場合 
は、アンプ内蔵タイプを使用し、 
PREOUT SU 日 WOOFER 端子 
に接続してください。 

•パッシブサブウーファー 
S - SLW 目00とアンプ内蔵サブ 
ウーファーはどち5か一ちのみ 
接続してください。両方接続す 
ると、正しいサウンドで再生さ 
れません。 























































































































スピーカーの接続 I 機器の接続 


r スピーカー端子の切日巧え 

音声を出力ずるスピーカー端テを3種類の中から 
切り換えることびでをまず。 

( D スピーカー切換ボタンを押して 、スピー 
カー端子を切り換える。 

ボタンを巧すたびに、政下のよラにスピーカーシ 
端デび切り換わります。 

- SP:A ON -スピーカー端子 A に接続された 
スピーカーおよび PRE OUT SURR BACK/ 
FRONT HEIGHT 端デと接続したアンプのス 
ピーカーから音び出ます(サラウンド再生び可 
能です)。 

• SP:B ON -スピーカー端子 B に接続された 
スピーカーから音び出まず(ステレオ再生とな 
りまず)。 

• SP:A+B ON -上記 A と B の音声び同時に出 
力されます。 STEREO または STEREO ALC 

モードを選択しているときは、マルチチヤンネ 
ル音声はダウン S ックスされて A および B から 
ステレオ音声で出力されます。 

• SP: OFF - すべてのスピーカーか5音は出ま 
せん。 


巧おがらせ 

• スピーカーシステムの設定（一20ページ）を 
Normal にしているときは、 SP:A ON および 
SP: OFF のみ選択で定ます。 

•サブウーファーからの音声出力は、スピーカー 
の設定(一20ページ)の設定によって出るとを 
と出ないときびあります。また、 SP: 日 ON を 
選択しているときは LFE チヤンネルはダウン 
S ックスされないため、サブウーファーからは 
音び出ません。 


機器の接続を行う前 I ; 


〇重要 

•機器の接続を行ラとさは、必ず電源を切り、電 
源コードをコンセントから损いて <ださい。 
•電源コードを旅くとさは、必ず本機の電源を 
切ってから抜いて < ださい。 


r 巧を機器とテレビのち続について 

再生機器とテレビを本機に接続する場合、映像信 
号はコンポジット（ビデオ)または HDMI のいずれ 
かに統一する必要びあります。入力した映像信号 
を、異なるケープルの端子へ出力することはでを 
ません。 

本機の 0 SD 画面をテレビに表示させる場合 
は、ビデオケーブル(黄）による接続び必要です。 
HDMI から 0 SD 画面は出力されません。（曰 SD 
画面とは、スピーカーの自動設定画面などをテレ 
ビで見ることびでさる便利な機能です。） 


再生機器 

いずれかの 



テレビ 


8 


r 接続ケ—ブルについて 

ケープルを本機の上や近くに置かないよラ注意し 
てください。ケープルび本機の上に置かれている 
と、本機の電源装置から磁場び生じて、スピーカー 
から雑音び発生することびあります。 


HDMI ケーブル 

1本のケーブルで映像信号と音声信号の両方を伝 
送します。テレビと再生機器を、本機を経由して 
接続する場合は、両方の機器を HDMI ケープルで 
接続して < ださい。 



- HDMI 端子に接続するとさはケープル端デの向 
去ををわせて接続します。 

巧おならせ 

-「オーディオ調整機能を使ラ」の HDMI 設定 
(一]日ぺージ）で THROUGH を選択している 
とさは、 HDMI 対応機器の音声はテレビから 
出力されます(本機からは音声は出力されませ 
ん)。 

• 映像信号びテレビの画面に表おされない場合 
は、 HD VII 対応機器やテレビの辭儘度の設定を 
調整してみてください。なお、機器(テレビゲー 
ム機など）によっては解像度の設定びできない 
ことびあります。このとさは（アナ□グの）ビデ 
オケープルで接続してください。 

-アナ□グ(コンポジット)映像入力から入力した 
映像信号は、 HDMI OUT 端子から出力されま 
せん。 

• HDMI の映儘1言号な':、480し480 P 、 已 76 i ま 
たは已7巨 P のときは、マルチチヤンネル PCM 音 
声および HD 音声を受信することはでさません。 


アナ□グオーディオケー刀レ(ホ/白） 

アナ□グのオーディオ機器を接続するには、オー 
ディオケーブルを使用します。一般的な赤/白プ 
ラグのケープルで、赤いプラグを R (ち)端子に、 
白いプラグを L (左)端子に接続しまず。 



デジタルオーディオケーブル 

デジタル機器と本機を接続するには、市販の同軸 
デジタルケープルまたは光デジタルケーブルを使 
巧します。 



巧溯らせ 

•光デジタルケープルを接続するとをは、端デの 
向去を合わせてしっかり奥まで差し込んでくだ 
さい。誤った向さでむりやり挿入すると、端子 
び変形し、ケーブルを扳いてちシャッターが開 
まらな < なることびあ0ます。 

-光デジタルケーブルは、急な角度に折り曲げ 
ないで < ださい。保管するとさは、直径び]已 
cm じ(上になるよラにしてください。 

-同軸デジタルケーブルは、一般的なビデオケー 
プルで代巧で去ます。 


ビデオケープル(黄) 


一般的な映像用ケーブルで、黄色の映像端子(コン 
ポジット）に接続します。 







































機器の接続 


テレビやブルーレイデイスクプレーヤーなどを接続する 


fHDMI ケーブルによる接続 

テレビと再生機器(プルーレイディスクプレーヤーや DVD プレーヤーなど)の両方 

に HDMI 端子びある場合は、巿販の HDMI ケーブルを使用して本機に接続します。 

テレビの音声を本機で聴く場合、 iU 下の接続や設定び必要でず。 

• お手持ちのテレビびオーディオ U ターンチヤンネル ( ARC ) に対応していない場 
合は、図のよラにオーディオケーブルで音声の接続を行ってください。 HDMI 
ケーブルのみの接続では、テレビの音声を本機で聞くことびできません。 

• お手持ちのテレビびオーディオ U ターンチヤンネル ( ARC ) に対応している場合 
は、 HDMI ケーブルを通じてテレビの音声を本機に入力でをます。この場合、 
HDMI 設定の ARC を ON に設定してください卜吕3ぺージ)。 

巧 おがちだ 

• HDMI ケーブルのみでテレビと接続した場合は、本機の設定画面 (OSD 画面)び 
テレビに表示されません。アナ□グのビデオケーブル(黄)による接続ち巧って 
ください。設定画面を見るとさは、テレビの入力を本機とアナ□グで接続した 
入力に切り換えて<ださい。 

- HDMI によるコント□-ル磯能の連動動作により、対応テレビと本機を HDMI 
ケーブルで接続しているとをに、テレビをビデオ入力に切り換えると、本機の 
入力び自動で TV に切り換わることびあります。その場合は、再度本機の入力を 
もとの入力に切り換えるか、 HDMI によるコント□-ル機能を OFF にしてくだ 
さい(一23ページ)。 


HDMI について 

HDMKHigh-Definition Multimedia Interface ) とは1本のケープルで映儘と音声 
を受信するデジタル伝を規格です。ディスプレイ接続技術の DVKDi 旨 ital Visual 
Interface ) を家庭向けの才ーディオ機器巧にアレンジしたものであり、高い帯域 
幅のデジタル巧容イ呆護 （ HDCP ) を実現した次世代テレビ向けのインターフェース 
規格です。 

本機では、 HDMI 対応機器と HDMI 対応のフラツトテレビなどを接続すること 
で、圧縮されていないデジタル映儘と音声（ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 
AAC 、 または U ニア P 巳 M ) を]本のケーブルで伝送でさまず。ドルビー TrueHD 
や DTS-HD Master Audio などのロスレスデジタル音声 フォー マツトにも対応し 
ていまず。接続には HDMI ケーブルをお使いください。 

本磯は HDMI 磯器との接続を目的として設計されています。 DVI 機器に接続した 
場合、 DVI 機器によっては正常に動作しない場合びあります。 

本機は高画質規格の Deep Ca [ o 「出力や x . v . Color の伝送も可能です。 （ x . v.Color 
は ソニー 株式を社の商標です)。 

HDMI、HDMI □二[、および High-Definition Multimedia Interface は 、 HDMI 
Licensing . LLC の米国とその他の国における商標または登録商標でず。 


巨 S/CS/ 

デジタルチューナー 


HDMI 対応機器 

DV □プレーヤー プルーレイディスクプレーヤー 

HDD/DVD レコーダー ブルーレイディスク レコーダー 


家庭用ゲーム機 
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HDMI 出力 
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この^続を行わな 
いと、設定画面を 
テレビで見ること 
がでをません。 


HDM 閒応テレビ 



テレビがオーデイオリターンチャンネル 
( ARC ) に対応していない場台、この 
接続を行わないと、テレビの音声を 
本機で聞くことができません。 














































































































機器の接続 


r テレビまたは再を機器に HDMI 端子が無い場さの接続 

テレビまたは再生機器のどちらかに HDMI 端子び無い場合は、それ 
ぞれの機器を音声および映像ケープルで接続します。 

/ - "v 


に。"过 DV □プレーヤー 



BLUETOOTH アダプターを接続する 


月 IJ 売0の曰 LUETOOTH アダプター AS - 曰 T 100 または AS - 巨 T 200 
を本磯に接続するだけで、 S / ue わがれ機能搭載機器(携帯電話、デジ 
タル音楽プレーヤーなど)の音楽をワイヤレスで楽しむことびでさ 
まず。 

凸/り目わがわ機能搭載機器の音楽の再生については 、 「BLUETOOTH 
アダプターを使用してワイヤレスで音楽を楽しむ」（一] 4ページ） 
をご覧ください。 

〇重要 

-巨 LUET 00 TH アダプターを本機に接続した状態で、本機を移動 
させないでください。破損や接触不良の原因となります。 


BLUETOOTH^^^'T^^'- 



夕 おがをせ 

• 本機で S / ue わ〇れ機能搭載機器の音楽を再生するには 、 Bluetooth 
機能搭載機器びプ□ファイル： A 吕 DP に対応している必要びあ 
ります。 

•すべての S / り e わがわ機能搭載機器との接続動作を保証するもので 
はおりません。 


夕 おがらせ 

-再生機器を同軸デジタルケープルまたは光デジタルケープルで接 
続した場合は、 CD または DIGITAL AUX 入力を選んでください。 
10 (一 13ぺージ)。 


アンテナを接続する 


AVI ループアンテナと FM アンテナを下図のよラに接続します。受 
信状態と音質を良好にするにはが部アンテナの接続をお勧めします 
(「外部アンテナを接続する」 （1 1ぺージ)をご覧くださし、)。 



(1) 端子のツメを開いて付属の AM アンテナコードを確実 
に差し込み、ツメを閉じて固定ずる。 

AM ループア ンテナを組み立てる。 

AM ループアンテナは図 a 〜 b をご覧になり組み立ててください。 

(§) 受信状態が良くて平5な場所に AM アンテナを設置ず 
る。 

( S ) 付属の FM アンテナを FM アンテナ端テに接続ずる。 

FM アンテナは、受信状態を良巧にするために壁や窓粋などに沿つ 
て縦方向に十分に伸ばして<ださい。 





























































































機器の接続 


I .玲続び終わった6 


r か部アンテナを接続する 

FM の受信感度を上げるために 

F 型コネクターを使って、屋外用 FM アンテナを接続します。 



F 型コネクター 


AM の受信感度を上げるために 

付属の AM ループアンテナを接続したまま、目 m 〜巨 m の長さの 
AM 外部アンテナ（ビニール被覆緻を冉 M L 曰 0 P 端子に接続しま 
す。屋外に設置ずるとをは、受信感度を上げるためアンテナを水平 
に伸ばして使巧して < ださい。 

冉 M 外部アンテナを接続してを、 

AM ループアンテナはがさない 



前面端子に音声機器を接続する 


前面端子に音声機器を接続して U モコンの PORTABLE ボタンを押 
すと、本機で簡単に音声を楽しめます。 

接続には、巿販のステレオ S ニプラグ付をケーブルを使用します。 



デジタル音楽プレーヤーなど 


電源コードをつなぐ 


すべての接続び終了したら、電源コードを家庭用電源コンセント 
( AC 100 V )に接続します。 

A 警告 _ 

本機の電源コードは着脱式になっていまずび、付属しているコード 接 
(電流容量] 0 A 、 機器側 2 P プラグインソケット方式)し U がの電源続 
コードはご使用にならないでください。 



夕 おならせ 

-電源コードをコンセントに差し込むと本機の電源びオフ（スタン 
バイ）になります。この際、2砂から] 0砂間、 HDMI に関する 
巧]期化動]作を行います。初期化中は HDMI インジケーターび点 
滅しますので、点滅び終了してから本機の操作を行ってください。 
HDMI 設定のコントロール機能を日 FF にすることで、この処理 
は行われなくなります。（一23ページ） 

-旅行などで長期間本機を使用しない場合は、必ず電源コンセント 
から電源コードを损いておいてください。 

-電源コードを损くときは必ず本機の電源をオフ(スタンノくイ）にし 
てください。 


デモ表示をお除する 


本機の電源びオンの状態でしばらく操作をしていないと去に、フロ 
ントパネル表示部にさまざまな表おを斤います(デモ表示)。デモ表 
示はオフにすることびでさます卜22ぺージ)。 

-スピーカーの自動設定(^]2ぺージ)を行ラと、デモ表示は自動 
的に解除されます。 
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才ート MCACC (Multi Channel ACaustic 
Calibration System ) 設定では、スピーカーの 
大ささや U スニングポジションからの距離などを 
測定し、各スピーカーの出力遅延と出カレベルを 
調節します。また部屋の暗騒音まで考慮した視聴 
環境の周波数特性の測定を行い、スピーカーシス 
テム全体の周波数バランスち調節します。設定は 
スピーカーから出力されるテストトーンを付属の 
セットアップマイクで測定し、辭析しまず。 

A ミち意 

• テレビを HDMI ケープルのみで接続した場合、 
ホームメニュー（才ート IVIC 冉 C 巳設定)画面は 
表示されませんので、ビデオケーブル(黄)でち 
接続してください。本機とテレビの接続は、日 
ページをご覧ください。 

• オート MCACC 設定では、テスト I ンび大音 
量で出力されまず。 

巧おが5せ 

• パイオニア製のスピーカー S - SLIOOLR / 
S - SL ] 00 CR や HVT スピーカー ( S-HV 巳00 -LR 
など)を接続しているときは、本機のク□スオー 
バー周波数を200 Hz に設定してください 
(一21ぺ-ジ')。 

•測定中は視聴位置から離れて、をスピーカーの 
外側から U モコンで操作を行ってください。 

-測定中はでさるだけ静かにしてください。 

-測定の途中で音量を下げることをでさまずび、 
正し < 設定されない場合びありまず。 

•オート M 巳 ACC 設定を行ラと、それ切前に行っ 
たスピーカーに関する設定は、すべて上書をさ 
れます。 

-測定を中断した場合は、それまでの測定内容は 
確定されません。 

• オート MCACC 画面のまま3分間放置すると、 
画面にスクリーンセーバー機能び働をますび、 
いずれかのボタンを巧すことでふたたび同じ画 
面を表のしまず。 



[" 正 ■ I] ぶが ] 


の 本機とテレビの電源をオンにずる。 

テレビの入力を、本機とビデオケープル(黄)で接 
続した入力に合わせてください。 

フ□ントパネルの MCACC SETUP 
M に端子にマイクを接続ずる。 



マイクは三脚を使って視聴位置に設置し、耳の高 
さに合わせます。三刷びないと去は、それに代わ 
るものでマイクを設置してください。 

•マイクを兰脚に固定した5、安定した床の上に設 
置してください。ソファなどのやわらかい物の上 
や、テーブルやソファの上など高い堤所に設置す 
ると、正し<設定でさないことびあります。 

-スピーカーと視聴位置(マイク)の間に障害物び 
あると、正確に測定でをないことびあります。 

-マイクをテレビの近くに置かないでください。 



基本設定 


スピーカーの 自動設定を巧ラ 
けート MCACC) 


■源 




DAUX 

AAUX 


t レト山 f- 

IPod use 

〇 

TUNER 

〇 

CD 

0 

• 

NETWCW 

〇 

BD 

0 

STB 

o 

TV 

o 

ADAPTED 

o 

0 

GAME 

o 

阳 RTABLE 

o 

細お 
〇 
TANDAPD 
〇 
纖 R 
〇 

S 品脂 D 
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d ) リモコンの lAV アンプ I ボタンを巧してか 
5、ホームメニューボタンを押ず。 

テレビにホームメニュー画面び表示されます。 



• t/|V 和/岭と ENTER ボタンで、操作項目を選 
びます。 

• 戻る ボタンで前の画面に戻ります。 

• ホームメニュー ボタンで ホームメニューを 終了 
します。 

アンプ内蔵サブウーファーを接続しているとを 
は、サブウーファーの電源を入れて音量を適度に 
上げておいて<ださい。また、が部アンプを使巧 
してサラウンドバックまたはフ□ント八イトス 
ピーカーを接続しているとさは、外部アンプの電 
源を入れて音量を適度に上げておいてください。 

( 3 ) t/4 ■ボタンで rAuto MCACC 」 を選ん 
で、 ENTER ボタンを押ず。 

オート MCACC 設定び開始されます。 

スピーカーシステムの確認のためテスト I -ーンび 
出力され、測定中をおす画面になります。 



Mic In ! と点滅表おした場合は、マイクび正し 
く接続されていません 。 MCACC SETUP M に 
端子にマイクび接続されているかを確認してく 
ださい。 


感 スピーカーの有り無しを確認ずる。 

測定び終わると、スピーカー有り無しの判定の確 
認画面び表示されます。10砂間何を操作びないと 
さは自動で手順巨へ進み、オート M 巳 ACC 設定び 
再開されます。 



• 100 much ambient noise といつに エフー 

表おび出たとさは、部屋を静かにしてから 
RETRY を選んでください。詳し<は「オート 
VICACC 設定時のその他の問題」卜13ぺージ） 
をご覧ください。 


スピーカー有り無し確認画面の見かた： 


有無 

スピーカー〜、、、 

接続している 

接続して 
し、なし、 

規定がの 
接続 

Front 

フ□ン S 左ち 

YES 

ERR 

ERR 

Front Height 

フ□ント A イト左ち 

YES 

--- 

ERR 

Center 

センター 

YES 

N0 

--- 

Sum 

サラウンド左ち 

YES 

N0 

ERR 

surr.Back 

サラウンド八’ック左ち 

YES X 吕に〕接続） 
YESxl(1 っ接撤 

--- 

ERR 

Subwoofer 
サブウーファー 

YES 

N0 

--- 


• フ□ントハイト左ち (Front Hei 宫 ht ) とサラウン 
ドバック左ち ( Surr . Back ) は、プリアウト端子 
の設定で選んだスピーカーのみ表ちされます。 
スピーカーの測定結果び間違っていたときは t /4 
ボタンでスピーカーを選んで和/崎ボタンで設定 
を変更します。 

エラー ( ERR ) び表示されたときは、マイクやス 
ピーカー接続に問題びあるかちしれません。 






















































甚本設定 


「 ERR 」 表おには次のような種類びあります。 

• Front ： ERR - フ□ントスピーカーの接続を 
確認して < ださい。 

• Suit : ERR - サラウンドスピーカーの接続を 
確認してください。 

• Surr.Back : ERR -サラウンドバックまたは 
フロント八イトスピーカーの接続を確認してく 
ださい。 

「 RETRY 」 を選んで再測定しても同じエラーび表 
示されるとさは、電源を切つてからスピーカーの 
接続を確認してください。 

嚴 t / ♦ボタンで rOK 」 と表示させてか5 
ENTER ボタンを押ず。 

スピーカー出カレベル、スピーカーまでの距離、 
周波数特性の補正び開始され測定中を示す画面に 
なります。 



-測定中は静かにしてください。この測定には1 
〜3分程度かかりまず。 

0 自動測定がお了ずるとホームメニュー 
画面に戻りまず。 

オート MC 冉 CC 設定では自動で最適なサラウンド 
環境を設定しますび、ホームメニューから項目を 
選んで、各設定を手動で調整することをで去ます。 
詳しくは3日ページをご覧ください。 


巧 巧巧ほだ 

• スピーカーの大ル判定について、コーンサイズ 
12 cm 程度の同じスピーカーを使っていてち、 
測定時の部屋の環境によっては異なった判定を 
することびあります。この場合は「スピーカー 
の設定を行ラ」（^30ぺージ)で手動で設定を 
蜜更でをます。 

•スピーカーまでの距離について、サブウー 
ファーまでの距離び、実隙の距離と合わないこ 
とびあります。この場合は「スピーカーまでの 
距離を設定する」（^21ぺージ)で手動でサプ 
ウーファーまでの距離を設定してください。 

•スピーカーまでの距離について、サラウンド 
バックまたはフロント八イトスピーカーまでの 
距離び実隙の距離と合わないことびあります。 
これはサラウンドバックまたはフ□ント八イ 
トチヤンネル巧にご使巧の外部アンプびデジタ 
ル処理を巧ラとをに発生します。この場合、接 
続したアンプをあ5かじめアナ□グダイレクト 
などのモードに設定して<ださい。アナ□グダ 
イレクトなどのモードびない場合は、ステレオ 
モードに設定してください。この状態で行った 
距離補正は正しく行われていますので、特に設 
定値を蜜更する必要はありません。 


r オート MCACC 設定時のその化の巧題 

部屋の環境びオート MCACC 設定に適していない 
場合(騒音び大きい、壁の鶏響び大きい、スピーカー 
とマイクの間に障害物びあるなどの場合)、 正しい 
測定結果を得られないことびあります。測定に影 
響を与える可能性のある機器(エアコン、冷蔵庫、 
扇風機など）を確認し、必要に応じてそれらの電 
源を切って<ださい。フ□ントパネルの表示部に 
メッセージび表おされた場合は、その指示に従っ 
て < ださい。 

•旧型のテレビによっては、マイクでの測定に影 
響を与えるをのびあります。その場合は、オー 
卜 MCACC 設定のとをだけテレビの電源を切っ 
て < ださい。 


.1 .再生する 


本機から音を出す(基本再ち） 


本機に接続した他機器やラジオなどの音声を聴< 
までの手順です。 



( D 再生機器の電源をオンにずる。 

感 電源 (!) ボタンを押して本機の電源をオン 
にずる。 

斌 入力切り換えボタンを押して聴さたい 
入力を還ぶ。 

入力切り換えボタンはそれぞれ拟下の入力に切り 

換わりまず。 

D AUX ※一 DIGITAL 冉 UX 端テ（光デジタル音声） 
A AUX- ANALOG 冉 UX 端デ（アナ□グ映像/音声) 
ADAPTER - ADAPTER PORT 端デ 
TUNER - TUNER 端子 （ FM / AM ラジオ） 
BD- 巨 □/ 日 DR 端子 （ HDMI 映儘/音声） 

DVD - DVD / DVR 端デ （ HDMI 映儘/音声） 
※一巳 D 端子（同軸デジタル音声） 

STB - STB 端デ （ HDMI 映像/音声） 

GAME - G 冉 ME 端子 （ HDM 峡儘/音声） 

TV - TV 端子（光デジタル音声） 

PORTABLE - フ□ントパネルの PORTA 日 LE 端子 

-下線び付いている入力切り換えボタンを押す 
と、 U モコンびそれぞれの機器の操作モードに 
切り換わります(操作でをるのはパイオニア製 
機器のみです)。本機を操作したいとをは、先 
に IAV アンプ ] ボタンを巧してから操作ボタンを 
巧してください。 

-※印び付いている入力は、アナ□グ映儘入力を 
割り当てることびでをます (^22 ページ)。 

④ 再生機器の再生を開始ずる。 

⑥ お巧みの U スニングモードを還ぶ。 

卜1已ぺージ） 

0) 音量を調節ずる。 

音量は 、 MIN (最ル） 一 MAX (最大)の範囲で操 

作でさます。 

一時的に音を消したいとさは、 消音 ボタンを押し 

ます。わラー度巧すか、音量を調節すると解除し 

ます。 


基本設定-再生 
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再をずる 


巧溯5せ 

-デジタル入力（光/同軸）で再生でをるデジタ 
ル信号のお式は 、 Dolby Digital、PCM (32 
kHz 〜日白 kHz)、DTS (DTS 9 巨 kHz /24 
bit を含む)および MPEG -2 AAC です。 HDMI 入 
力ではさらに、 S 冉 CD (DSD 2 ch )、 DVD オー 
ディオ （192 kHz 含む）、ドルビー TrueHD 、 
ドルビーデジタルプラス、 DTS - EXPRESS 、 
DTS-HD Master Audio 、 DTS-HD Hi - 
Resolution などち再生でをます。その他のデ 
ジタル信号は対応していませんので、アナ□グ 
で接続し ANALOG AUX 入力を選択してくださ 
い。 

• HDMI 設定の冉 RC を ON にした場合、 TV 入力に 
切り換えると HDMI ケーブル経由でテレビの音 
声び入力されます(オーディオ I 」ターンチヤン 
ネル対応テレビの接続時)。 

• ANALOG AUX (アナ□グ）に接続した DTS 巧 
応の LD プレーヤーや CD プレーヤーを再生する 
と、デジタルノイズび発生することびあります。 
この攝合、デジタルで接続してください。 

• DVD プレーヤーによっては DTS 信号び出力で 
をないなど、再生でをるデジタル信号に制限び 
あります。詳しくは DVD プレーヤーの取披説 
明書をご覧ください。 

• オーディオ調整機能の HDMI を THROUGH に 
設定しているとをは、本機からではなくテレビ 
から音び出ます(一1日ページ)。 


r ヘッドホンで昭く 

¢2?へッドホンを PHONES 端テに差し込む。 

ヘッドホンを差し込むと、スピーカーからは音び 
出な< な0ます。 

1」スニングモードは PHONES SURR、STEREO 
または STEREO ALC のみ選択でさます。 
( ADAPTER 入力のときは、 S.RA 旧 も選択でき 
ます。） 


BLUETOOTH アダプターを使 
用してワイヤレスで音楽を楽しむ 



S / ue わ0化機能非搭載機器： 

. n ' l デジタル音楽プレーヤー 

+饼 ue わ0か才ーデイオ送信機(市販） 



月 IJ 売0の曰 LUETOOTH アダプター AS - 巨 T ] 00 
または冉 S - BT 20 □を本機に接続するだけで、 
S / ue わ0か機能搭載機器(携帯電話、デジタル音楽 
プレーヤーなど）の音楽をワイヤレスで楽しむこ 
とびできまず。巿販の丘山 e わがわオーディオ送信機 
を使って、扫山が00か機能非搭載機器の音楽を楽し 
むこともで去ます。詳しくは、 BLUETOOTH ア 
ダプターや S 山が00か機能搭載機器の取掘説明書を 
ご覧ください。 

• 巨 LUET 00 TH アダプターの接続については、 
「日 LUET 00 TH アダプターを接続する」（一] 0 
ページ)をご覧ください。 

Bluetooth ® つー ドマークおよび□コ’は 、 Bluetooth 
SIG ，！ n じが所有する登録商標であり、パイオニア 
株式会社は、これら商標を使用する許可を受けて 
います。他のトレードマークおよび商号は、各所 
有権者び所有する財産です。 
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BLUETOOTH アダプターを 
ペアリングずる(巧！巧登録） 

臣 LUET 曰曰 TH アダプターを使巧して e/ue わ 0 か 機 
能搭載機器の音楽を楽しむためには、ペアリング 
を行う必要びあります。最初に巨 LUET 00 TH ア 
ダプターを使用するとき、または S/ue わ〇れ 機能搭 
載機器側のペアリングデータを消去したとさは、 
ペア U ングを巧ってください。 

ぺアリングは、 曰/ ue わ0化 無線技術を利用した通信び 
巧能になるよラにするために必要なステップでず。 

•ペアリングは、 BLUETOOTH アダプターおよ 
び咖 e わがわ 機能搭載機器を使用する斷こ、はじ 
めに1回だけ行います。 

• 扫山目わ〇れ 無線技術を利用した通信を行うため 
に、ペア U ングは本機と S/ue わがわ 機能搭載機器 
の両方で行ラ必要びあります。 

- fi/ue わ 0 化 機能搭載機器の PIN コードび0000 
の場合、本機側で PIN コードを設定する必要 
はありません。 ADAPTER ボタンを押して 
ADAPTER 入力に切り換えてから 、 Bluetooth 
機能搭載機器側でペア I 」ング操作を行ってくだ 
さい。正しくペア U ングび行われた場合、 U (下 
の本機でのペア U ング操作を行ラ必要はありま 
せん。 

-冉 S - 巨 T 200 使巧時の み： S 山が0がれ 機能搭載機 
器び SSP (Secure Simple Paiiin 旨)に巧応し 
ているとさは PIN コードの設定は必要ありませ 
ん。 ADAPTER ボタンを押して ADAPTER 入 
力に切り換えてから、 e / ue わがわ 機能搭載機器側 
でペアリング操作を行ってください。正しくぺ 
ア U ングび行われた場合、 Lii 下の本機でのペア 
U ング操作を行ラ必要はありません。 

詳しくは、 e/ue わがれ 機能搭載機器の取扳説明書を 
ご覧ください。 

の 電源むボタンを押して本機の電源をオン 
にずる。 

屋） ADAPTER ボタンを f 甲ず。 

本機び ADAPTER 入力に切り換わります。 

• 日 LUET 00 TH アダプターを本磯に接続して 
いない場合は、 ADAPTER 入力を選ぶと N 0 
ADAPTER と表おされまず。 


③ トップメニューボタンを f 甲ず。 

( S ) PA 旧 ING と表示されていることを確認 
して ENTER ボタンを押ず。 

感 和/-►ボタンで PIN コードを選んで、 
ENTER ボタンを押ず。 

本磯の PIN コードを扫山が00か機能搭載機器と同じ 
PIN コードに設定しまず。本機で設定可能な PIN 
コードは、 0000/I 吕 34/88S8 のし、ずれわ、です 
(工場出荷時は、 0000 に設定されています)。 

• ENTER ボタンを押ずと、 PA 旧 ING と点滅しま 
す。 

cf ) ペアリングしたいが t / e わ〇か機能搭載機 
器の電源をオンにして、ペアリング操 
作を巧ラ。 

ペアリングび開始されまず。 

-丘山が0がわ機能搭載機器は、本機の近くに置いて 
<ださい。 

-ぶ ue わがわ機能搭載機器のペアリング可能な状態 
や接続操作などについては 、 S 山 e わがわ機能搭載 
機器の取扱説明書をご覧ください。 

0 研 ue わ〇化機能搭載機器がペアリングさ 
れたことを確認ずる。 

S/ue わがわ機能搭載機器び正しくペア U ングされた 
場合、本機のフ□ントパネル表あ部に S/ue わがわ機 
能搭載機器の名前び表おされます(表おでさる文 
字は半角英数字のみです)。 

S/ue わがわ機能搭載機器びペアリングされなかった 
場合、 N0 DEV に E と表示されます。このとをは、 
扫山が00化機能搭載機器側で接続操作を行ってくだ 
さい。 

(§) S / ue わ〇か機能搭載機器のリストから 
巨 LUET 00 TH アダプターを選んで、手 
順已で選択した PIN コードを入力ずる。 

• 円 N コー问まパス〕ードやパスキーと呼ばれる 
ことびあります。 



















再をずる 


S / t/e わが/ Til 能搭載機おの音楽を本機 
で昭ぐ 

( T ) ADAPTER ボタンを押ず。 

本機び ADAPTER 入力に切り換わります。 

d ) S / ue わ〇化機能搭載機器と 

BLUETOOTH アダプターを S 山 e わ〇化 
接続ずる。 

S/ue わがわ機能搭載機器側から巨 LUET 曰曰 TH アダ 
プターに対して接続操作を行います。 

• 接続操作については、お使いの扫山日わ0化機能搭 
載機器の取披説明書をご覧ください。 

③ S / ue わが词1能搭載機器の音楽を再生ず 
る。 

本機のリモコンで、政下の S/ue わがわ機能搭載機器 
の操作びでさます。 


► 

再生を開始します。 

II 

一時停止/一時停止解除します。 

■ 

再生を停止します。 

I 一/ 

再生中に頭出し(スキップ）します。 

イイ/ ►► 

再生中に早送り（早戻し）します。 


巧お巧をせ 

• 本機のリモコンで操作するには、扫山が00か機能 
搭載機器びプ□ファイル： AVRC 円こ対応して 
いる必要びあります。 

-すべての团 U が00め機能搭載機器に対する U モコ 
ン操作を巧証ずるをのではありません。 

• S / w わがわ機能搭載機器によっては異なる動作を 
する場合びあります。 


ラジオな送を巧く 


FM / AM ラジオ放送を聴くことびでさます。一度 
受信した放送局は本機に記憶させて、呼び出ずこ 
とをでさます。 

-アンテナび接続されていないと、ラジオ放ちを 
聴くことはできません。10ページを参照して、 
アンテナを接続して < ださい。 

( f ) TUNER ボタンを押してチューナー入力 
にずる。 

感 バンドボタンを巧して聞きたいバンド 
を選ぶ。 

押すたびに FM (ステレオとモノ）と AM び切り換 
わります。 

d ) 放送局を受信ずる。 

な下の3つの方法で選局でをます。 

才ートチューニング： 

チューニング +/- (または t /4) ボタンを押して、 
周波数び動さはじめたら指を放します。自動で放 
を局を探し、受信すると止まります。次の放送局 
を探すと去はもう一度押してください。 

マニュアルチューニング： 

チューニング+/—(または t /4) ボタンを押すたび 
に1ステップずつ周波数を移動します。 

A イスピードチューニング： 

チューニング +/- (または t /4) ボタンを押し続け 
ると、高速で周波数を移動します。受信したい放 
送局の周波数でボタンから指を放してください。 

巧おがらせ 

•ラジオ放送をモノラルで受信しているとさは、フ 
□ントパネル表示部に了が点なします。また、 
FM ラジオ放送をステレオで受信しているとをは、 
すみ:点なします。 

- FM の受信で下または予び点なせず受信状態が悪 
いとをは、バンドボタンを巧してモノラル受信 
(FM MONO ) に切り換えまず。受信感度び良く 
なり放送び聴さやすくなりまず。 


ポタン 


機能 


r 放送局を記憶させる 

よく聴<放送局を3日局まで本機に記憶させて、あ 
とから簡単に呼び出すことびでさます。 

ぶ記憶させたい放送局を受信ずる。 

( g ) ツール ボタンを押ず。 

フロントパネル表示部にステーシヨン番号び点滅 
します。 

( g ) 選局+/—（または和/- ►) ボタンを押し 
て記憶させる ステーシヨ ン番号を選ぶ。 

d ) ENTER ボタンを f 甲ず。 

保を先のステーション番号の点滅び止まり、本機 
に放送局び記憶されます。 


記憶させた放送局を呼び出ず 

(2) 選局 +/- (または和/- ►) を押して呼び 
出したい放送局の ステーシヨ ン番号を 
選ぶ。 


記憶させた放送局に名前をつけ る"] 

選局しやすいよラに、記憶させた放送局に名前を 

つけることびでをます。 

( P ち前をつけたい放送局を呼び出ず。 

選局方法については、 r 記憶させた放送局を呼び出 

す」（^左記)をご覧ください。 

@ ツールボタンを2回押ず。 

表示部の最初の文字の位置でカーソルび点滅します。 

③ 名前を入力ずる。 

選局+/—(または^/一)ボタンで文字の位置を選 

び、チューニング +/- 诗たは1710ボタンで文き 

を選びまず。 

• 名前は8文字まで入力でをます。 

( S ) ENTER ボタンを押ず。 — 

名前び記憶されます。 g 

生 

夕おかちだ 

•入力した名前を消去するには、上記の手順]〜 

2を行ってから ENTER ボタンを押しまず。こ 
のときツールボタンを押すと入力した名前を残 
します。 

•放送局に名前をつけると、 ENTER ボタンを押 
すことで、その放送局の名前表示に切り換える 
ことびで定ます。周波数表示に戻したいとさは 
周波数表示になるまで表示ボタンを押します。 
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I リスニングモード 


リスニングモードを選ぶ 


再生機器からの信号にいろし巧な音場効果を加えることびでさます。 

〇重要 

-スピーカーの設定や入力信号の種類によって、選択でをるサラウンド再 
生の種類は異なります。 

巧） なク示37ヲ] ボタンを巧してリモコンをアンプ操作モードにず 
る。 

感 リスニングモードボタンを押してリスニングモードを選ぶ。 

ボタンを押すたびにモードの種類を切り換えて還択で走ます。 

それぞれの U スニングモードについて、し; TF の設定び選べまず。 


里巧 



DAUX AAUX _ S. レト! M- 


iPod USB NETWORK ADAPTER をお酷 

〇 〇 〇 ♦ 

Ji m STANDWC 

〇 〇 〇 ♦ 
與 51 巳5ん％ 

〇 〇 〇 ♦ 
1 AV 7 V 7 I TV PORTABLE ミ另臘口 

♦ 0 〇 ♦ 


化 C/ - 

y I サラウンド再をやステレオ再をを巧う 


いつでもサラウンド再生で楽しみたい場合や、ステレオ音青を聞く方に適したモードです。 

サラウンド再生のためのデコードを行います。 2 ch ソースはマト1」ックス•サラウンド•デコードをします。 


12 か信号入力時 I 

STEREO ALC 

音量差のあるソースに適しています。 

□□PRO LOGIC 

4.1 ch サラウンドです(サラウンドスピーカーからの音声はモノラルです)。 

□□PLIIx MOVIE 

最大 7.1 ch サラウンドで、映画に適しています。 

□□PLIIx MUSIC 

最大 7.1 ch サラウンドで、音楽に適しています。 

□□PLIIx GAME 

最大 7.1 ch サラウンドで、ゲームに適しています。 

□□PLIIz HEIGHT 

フ□ント八イトスピーカーの接続時に適しています。 

ストレートデコード 

ソース音源に効果を加えずに再生します。 

NEO:6 CINEMA 

最大 7.1 ch サラウンドで、映画に適しています。 

NEO:6 MUSIC 

最大 7.1 ch サラウンドで、音楽に適しています。 

STEREO 

ステレオ 2 ch 再生します。 

マルチチャンネル信号入力時 I 

STEREO ALC 

音量差のあるソースに適しています。 

□□PLIIx MOVIE 

最大 7.1 ch サラウンドで、映画に適していまず。 

□□PLIIx MUSIC 

最大 7.1 ch サラウンドで、音楽に適しています。 

□□DIGITAL EX 

己. 1 チヤンネル信号からサラウンドバックチヤンネル音声を創り出し、 7.1 チヤン 
ネルで再生します。 

□□PLIIz HEIGHT 

フ□ント八イトスピーカーの接続時に適していまず。 

ストレートデコード 

ソース音源に効果を加えずに再生します。 

DTS-ES 

DTS - ES 信号をそのままデコードし、 7.1 チヤンネルで再生しまず。 

DTS NEO: 巨 

已 .1 チヤンネル信号からサラウンドバックチヤンネル音声を創り出し、 7.1 チヤン 
ネルで再生します。 

STEREO 

ステレオ 2 ch 再生します。 
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S 又 R アドバンスドサラウンド再生を巧3 


ソースに応じたを彩なサラウンドが楽しめるモードでず。 

デコード処理とパイオニア独自の技術を組み合わせたサラウンド再生モードです。数種類からの選択び可 
能です。（デコード処理を蜜要することはでをません。） 


ACTION 

アクション映画などをダイナミックに再生します。 

DRAMA 

映画などのセ U フを明瞭に再生します。 

ENT.SHOW 

S ユージカルなどの音楽系ソースに適したモードです。 

ADV GAME 

テレビゲームに適したモードです。 

SPORTS 

スポーツ番組に適したモードです。 

CLASSICAL 

大をなコンヴートホールのよラな臨場感で再生します。 

ROCK/POP 

□ックやポップに適したモードで、ライブ含場のよラな臨場感で再生しまず。 

UNPLUGGED 

アコースティック音楽系ソースに適したモードです。 

EXT.STEREO 

ステレオ2チヤンネル音声をマルチチヤンネル音声にして、すべてのスピーカーを 
使って再生します。 

FSS ADVANCE 

フ□ント左ちの2本のスピーカーだけでサラウンド感を楽しめまず。 

SOUND WING 

HVT スピーカーを接続したとさに適していまず。 

S.R AIR 

咖 e わがわ機能搭載機器の音楽を再生ずる場合に適していまず。 

PHONES SURR 

へッドホン接続時にサラウンド効果を得られます。 


DjgT 才ートサラウンド再をやダイレクト再生を巧5 

AUTO SURR では、入力信号に収録されたチヤンネル数に応じて再生チヤンネル数を自動的に選択します。 

(工場出荷時の設定は AUTO SURR です。） 


AUTO SURR 

再生している音声信号を本機び自動で検出して、マルチチャンネルやステレオなど 
最適な再生ち法び選ばれます。 

DIRECT 

入力信号を加工せずにソースに忠実な再生を行います。 

PURE DIRECT 

アナ□グ信号や PCM 信号をデジタル処理せずにそのまま再生します。 


ISI エコモードで再生を巧3 


高音質で再生しながら、消費電力を最大で半減しまず。 

ボタンを押すごとに、エコモードのオン/オフび切り換わりまず。 





























































u スニングモード 


巧 巧巧旧だ 

サラウンド再生について 

-サラウンドバック ch 処理の設定(一18ページ)び 
OFF であったり、サラウンド スピーカーの 設定 
(一20ぺージ)び N 0 の 場合は、選択でをるモード 
びじ I 下のよラに変わります。 

□□PLIIx MOVIE 一 □□PLII MOVIE 
□□PLIIx MUSIC ^ □□PLII MUSIC 
□□PLIIx 白冉 ME 一 □□PLII GAME 

• □□PLII(x) MUSIC モードでステレオ 2 ch 音 
声を聴いている場合、 CENTER WIDTH (セ 
ンター幅)、 DIMENSION (ディメンション）、 
PANORAMA (パノラマ)の3つの項目を調整 
でさます(一19ページ)。 

•□□PLIIz H 曰 GHT モードのとをは、 HEIGHT 
GAIN (八イトゲイン）の項目を調整できます 
(一19ぺージ)。 

• NEO: 色 CINEMA または NE0:6 MUSIC モー 

ドで ステレオ 3 ch 音声を聴いて いる 場合、 
CENTER IMAGE (センターイメージ)の項目 
を調整でをます(一19ページ)。 

• サラウンドバックスピーカーを接続していない 
場合、最大 5.1 ch 再生になりまず。 

•巨. Ich サラウンドの場合は、左ちのサラウンド 
バックスピーカーからは同じ音び出ます。 

• STEREO ALC (才ートレべルコント□-ル） 
は、音量差を本機で自動的に均一にして再生し 
ます。複数のソースを収錄した機器の音声を入 
力しているとをに適していまず。 

ステレオ再生について 

•設定や入カソースにより、サブウーファーから 
を音び出力される場合びありまず。 

• 聴感によるスピーカーの設定やミッドナイト 
/ラウドネス機能 、 PHASE CONTROL 機能、 
サウンドレト1」バー機能、高音/低音の調舊な 
どび反映されたステレオ再生を行います。 

アドバンスドサラウンド再生について 

• FSS ADVANCE (フ□ントサラウンド-アドバ 
ンス)モードでは、臨場感のある自然なサラウンド 
効果び得られます。フ□ントスピーカーから等距 
離の直線上(前後は移動可能)で視聴してください。 



• SOUND WING モー ドは HVT スピーカー 
( S - HV 己00 - LR など）を接続し、スピーカーの 
自動設定などを行ってスピーカー設定び政下の 
通り設定されているとをのみ選巧でさます。 

-フ□ントスピーカー ： SMALL 
-サブウーファー : YES 
-それ切がのスピーカー： N 0 

• SOUND WING モードは U モコンの SOUND 
WING ボタンでも選択できます。 

• S.R A 旧モードは ADAPTER 入力のとをのみ還 
おでさまず。 

オートサラウンド再生について 

• ステレオ吕 ch の（マト U ックス）サラウンド 
フオーマットは、 NEO:6 CINEMA または 
□□PLII(x) MOVIE でデコードされます。 

ダイレクト再生について 

•□旧 ECT モードでは、聴感によるスピーカーの 
設定(スピー カ ーの設定、スピーカー出カレベル、 
スピーカーまでの距離)とデュアルモノラル音青、 
PHASE CONTROL 機能やアコースティック 
キト U ブレーシヨン E 日、サウンドディレイ、オー 
トディレイ、 LFE アッテネーター、 CENTER 
IMAGE (センターイ><ージ)などの設定を反映し 
て再生しまず。入力信号び忠実に再生されます。 

• PURE DIRECT モードでは、 PCM 挡がのソー 
スを再生ずると、再生直前にノイズび出ることび 
あります。この場合は D 旧 ECT か冉 UT 0 SURR 
にすることをお勧めしまず。 

エコモード再生について 

-エコモードをオン/オフの切り換えをする隙は、 
一度電源びオフになります。 

-エコモードではし:|下の省電力動作を巧いまず。 

-音声はフ□ント左ちスピーカーおよびヴプ 
ウーファーのみ出力されます。 

-フ□ントパネル表示部のディマーびオンに 
なじます。 

•入力を切り換えると、エコモードはオフになり 
ます。 

•エコモードをオンにしたとをは、 HDMI による 
コント□-ル機能は働きません。（ただし、才一 
ディ オ U ターンチヤンネル ( ARC ) は利巧で去ま 
す。） 

• エコモードをオンにしたとをは、ホーム^ニュー 
や U スニングモードの変更など一部の機能び制 
限されまず。 


ぶ本機の電源をオフ（スタンバイ）にずる。 

フ□ントパネルの INPUT SELECTOR 
ボタンを日秒じ LU 甲しなび6、リモコ 
ンの TUNER ボタンを巧ず。 

UPMIX OFF と表示され 、 UP MIX 機能びオフに 
なります。 

•オンにしたいと定は手順]〜吕をちラー度行い 
まず。 

巧 おがちだ 

-ここでの設定にかかわらず、 DTS - HD 信号を再生 
しているとさは UP MIX 機能びオンになりまず。 

• UP MIX 機能びオンに設定されていてち、入力 
信号やリスニングモードによっては自動で OFF 
になることをあります。 


□ amm 

囚 四 

田■因 

田 ク •a ED 

四四 

四圆 


再生する音声の出力に関する各種設定を行います。 


けウンドレトリバー機能を使う 

MP 3 などの圧縮音声は圧縮処理される際、削除 
されてしまラ部分び発生します。サウンドレト I 」 
バー機能では、 DSP 処理によってその削除されて 
しまった部分を補い、音の密度感、抑揚感を向上 
させます。 



(D S . レトリバーボタンを巧してサウンド 
レトリバー機能の ON 、 OFF を選択ずる。 

夕 お巧をせ 

-サウンドレト U バー機能は吕 ch の音声のみ有効 
です。 

■ UP MIX 機能を使5 

「7.1 ch サラウンド(サラウンドバック）システム」 
日ページ) の スピーカー 配置例で、サラウンド 
スピーカーを U スニングポジションの真横に配置 
すると、巳. Ich のサラウンドチヤンネルの音声び 
真横から聞こえてしまいまず。本来己 Ich のサ 
ラウンドチヤンネルは斜め後方から聞こえるよう 
に収録されているため、本機ではサラウンドチヤ 
ンネル音声をサラウンドスピーカーとサラウンド 
バックスピーカーで S ックスし、リスニングポジ 
ションの斜め後ちから出力しまず。 

•UP MIX 機能は、 7.1 ch サラウンド(サラウン 
ドバック）システムのスピーカー配置を6ページ 
の推奨図のとおりに配置したとさに効果びあり 
まず。 

•スピーカーの配置位置や、再生している音源に 
よっては効果び得られないこともあります。そ 
の場合は OFF に設定してください。 


.1 .さまざまなサウンド設定 


UPMIX OFF 


UPMIX ON 


最適な設定でヴウンド再生する 
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さまざまなサウンド設定 


IAV 了ンプ I TV PORTABLE ®wiNG° 

— 000 


才ーデイオ調整機能をほラ 


サラウンド効果の各種設定びでさまず。設定はフ□ントパネル表示部を見ながら行います。 

〇重要 

-入力音声信号の種類や本機の設定の状態によっては、オーディオ調整機能 
の表示されない項目びあ0ます。 

巧） 防乃ち巧1 ボタンを押してか5、ツールボタンを f 甲ず。 

感 言/4ボタンで調藝したい項目を選ぶ。 

を項目で調藝で定る内容は U (下の表のとおりでず。選択項目の初期値は太 
字で示しています。 

{ J ) 必要に応じて、和/-►ボタンで設定を選ぶ。 

巧 が的ちだ 

-※印び付いている項目には、設定の出現条件や制限などがあります。 

] 目ページをご覧ぐださい。 



設定項目 


MIDNIGHT 

(ミッドナイト）/ 

LOUDNESS 



ミツドナイト機能は、サラウンド音声の映画をか音量で 
見るとさに効果的でず。音量によってその効果は調整さ 
れまず。 


機能 


MID/LDN OFF 

MIDNIGHT ON 


(ラウドネス） 

BASS 他音)※百 


ラウドネス機能は、音楽を聴くときにル音量でも低域 、 LOUDNESS ON 
高域のレベルを自然に調整して聴さやすくします。 

な音を強調したり弱めたりします。 -巨〜+6~~ 


_ 初期値： 0 

TREBLE (高音） 高音を強調したり弱めたりします。 一6 〜+6 


CH LEV - 雨 

(チヤンネルレベル) 


各 スピーカーの 出カレベルを調整して、 スピーカー シス テ 
ム全体の音量7 くランスを調整します。 


初期値： 0 


-1 己服 


'+ 1 己 dE 


初期値： 〇犯 


(チヤンネルごと） 


SB CH 

(サラウンドバック ch 
処理） 


サラウンドバックスピーカーを接続しているとさに、サラ 
ウンドバック ch 音声の処理を切り換えまず。 

• ON — 常にサラウンドバック ch へのデコード処理を付加す 


ON 

AUTO 


るため、最大の出カチヤンネ J レ数で楽しめます。 OFF 


AUTO — 入力信号の種類を検出し、サラウンドバック ch 
信号を検出したときのみ、サラウンドバックスピーカーか 
らデコード処理された音声を出力します。ソフトに最ち巧 
実な再生となります。 


OFF - サラウンドバック ch へのデコード姐理は行わず、ヴ 
ラウンドバック ch から音声は出力されません。ただし 、 UP 
MIX 機能び ON のとさはサラウンドチヤンネルの音声をサラ 
ウンドバックスピーカーか5出力します。 
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設定項目 内容 機能 


PHASE CTRL 做 e 

(フェイズコント□ール） 

マルチチャンネル再生をする隙、 LFE (超低域)信号や各 
チャンネルに含まれる低音成分はサブウーファーや他の最 
適なスピーカーに振り分ける処たびされます。しかし、こ 
の処理には原理上、位相びズレてしまラ周波数(群遅延)び 
発生し、低域だけび遅れて聞こえたり他のチャンネルとの 
干渉により低音の巧ち消し合いび発生してしまラなどの問 
題があります。本機では 、 PHASE CTRL モードを ON に 
することで、原音に忠実な力強い低音を再現でさます。エ 
場出荷時は ON に設定されていまず。通常は ON でのご使 
用をお勧めします。 

※位相とは2つの音波の時間的関係を表しています。2 
つの音波の山と山び合っている状態を位相び合っている、 
合っていない状態を位相びズレていると言います。 

ON 

OFF 

EQ ※曰 

(アコースティックキヤ 
リブレーシヨン E 日） 

アコースティックキャ U プレーション E 日（「スピーカー 
の自動設定を行ラ（オート MCACC )」 （一 I 2ページ)で設 
定された周波数特性の補正)の効果を ON / OFF します。 

ON 

OFF 

SOUND DELAY 

(サウンドディレイ） 

音声全体の遅延時間を調整します ( DVD ソフトなどで、映 
儘の動をの方びセ U フなどの音声より遅れている場合、 
音声全体を遅らせることで、映像の動さと音声とを合わ 
せることびでをます)。 

日.〇〜9.0フレーム 
(0.1 間隔） 

(1 フレームニ 

]/3曰砂 ( NTSC ) 
初期値： 0.0 

SOUND RTRV 純 

(サウンドレトリバー) 

圧縮音声は圧縮処理される隙、削除されてしまラ部分び 
発生します。サウンドレト U バー機能を ON にすると、 
DSP 処理によってその削除されてしまった部分を補い、 
音の密度感、抑揚感を向上させます。 

0 が f 

ON 

DUAL》® 

(デュアルモノラル） 

モノラルの音声チャンネルを2つ持つデジタル信号をデュ 
アルモノラル信号といいます。ここではデュアルモノラル 
信号び入力されたとさに再生ずる音声を選択することびで 
をます。 

デュアルモノラル信号はあまりをくはありませんび、巨 S 
デジタル放送 ( MPEG -2 AAC ) のモノラルの-力国語放送 

CHI 

CH 2 

や音声多重放送で使用されています。 

• CH 1 —チャンネル1の音声のみを再生します。 

- CH 2 — チャンネル2の音声のみを再生します。 

• CH 1 CH 2 -両方のチャンネルの音声をフ□ントスピー 
力一から再生します。 

CHI CH 2 

FIXED PCM 

( PCVI フィックス） 

CD などの PCM 信号を再生しているとをに、曲の始めび 
途切れる場合びあります。そのとをは、 ON にすることで 
改善されます。 ON は PCM 音声専用です。 PCM 音声切が 
の信号では、音び出ずにノイズび出ることびあります。 

OFF 

ON 




















































さまざまなサウンド設定 


設定項目 

内容 

機能 

DRC 

(ダイナ S ックレンジ 
コントロール） 

ドルビーデジタルや DTS 、 ドルビー TmeHD 、 ドルビー 
デジタルプラス、 DTS - HD 、 DTS-HD Master Audio な 
どで収歸された映画の音声について、ダイナ S ックレン 
ジの圧縮量を選択します。音量を下げてサラウンドを楽 
しむと击でわ、微少な音び聞さ取りやす<な0まず。 
•AUTO — ドルビー TrueHD 信号に巧してのみダイナミッ 
クレンジを圧縮します。 

• MAX -ダイナミックレンジを最大に圧縮します(大きな 
音を減かさせて、かさな音を増大させます)。 

• MID -ダイナミックレンジを多少圧縮します。 

• OFF -ダイナミックレンジを圧縮しません(音量び大さい 
とさは、 OFF にすることをお勧めします)。 

AUTO 洲 

MAX 

MID 

OFF 

LFE ATT 

( LFE アッテネーター） 

ドルビーデジタルや DTS 音声には 、 LFE (超な域音声成分） 
び含まれていることびあります。 LFE レベルび大去くて、 
スピーカーからの音声に歪みび生じると击は、 LFE レべ 
ルをアッテネート(減衰）します。 

• Od 呂一収録されているレベルのまま再生します(通常はこ 
の設定をお勧めします)。 

• 一已 d 巨〜一2加己一ここで指定したレベルだけ LFE レべ 
ルをアッテネート(減衰）します。 

• OFF - LFE 音声を出力しません。 

OdB 

一已 d 巨 

-]0 d 巨 

一 ] 已 d 巨 

-20 服 

OFF 

SACD GAIN 淵 

CSACD ゲイン） 

SACD を歪みなく再生するための調整でず。 

(エ攝出荷時の「0」は、高レベルで記録されているディス 
クを再生しても音び歪まない設定になっています。 r +6 j 
に設定すると、 SACD のデジタル処理に+目 d 巨のゲイン 
を持たせ、 SA 仁 D ディスクの情報をより忠実に弓1さ出す 
ことびでさ、高音質再生び巧能になります。） 

0 ( dB ) 

+6 (d 日） 

HDMI ( HDMI 音声） 

HDMI IN に入力された音声を、どのよラに再生するかを 
設定します。 「 THR 曰 UGH 」 に設定したときは本機からは 
音び出なくなります。 

• AMP — 本機に接続したスピーカーで巧を 

• THROUGH - HDMI OUT と接続したテレビで再生 

AMP 

THROUGH 

AUTO DELAY 

(オートディレイ） 

HDMI どうしで接続された機器に対する機能で、音声と映 
像の遅延時間を自動で調整し、映像の動さと音声を自動 
で合わせます。 

OFF 

ON 

CENTER WIDTH 数 

(センター幅） 

センターチヤンネルの音をフ□ント左/ちスピーカーに 
振り分けて、音の調和をもたらしまず。0はセンタースピー 
カーからのみの出力で、7はセンターチヤンネルの音声す 
ベてを左ちのフ□ントスピーカーに振り分けまず。 

〇〜 7 

初期値： 3 

DIMENSION&k 

(ディ；^ンシヨン） 

U スニングポジションから前方の音場を強くずるか、後 
ちの音場を強くするかを調整することで広びりのある音 
場を創り出すことびでをます。+3は前方の音場び強くな 
り、 -3 は後方の音場び強くなります。 

-3 〜巧 

初期値： 0 

PANORAMA《-k 

(パノラマ） 

前ちの音場を左ちに大さく回り込ませ、サラウンドチヤ 
ンネルにつなげるよラなサラウンド効果を加えまず。正 
確な定位よりち雰囲気を楽しむための機能です。 

OFF 

ON 


設定項目 

内容 

機能 

CENTER IMAGE 効 

(センターイ;>< ージ） 

センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントスピーカー 
にどの程度振り分けるかを調整します。音色の不一致び 
緩和され、音楽再生に適した音場を創り出すことびでさ 
ます。0はほぼずベて左ちのフ□ントスピーカーに振り 
分け、10は主にセンタースピーカーから再生します。 

〇〜10 

初期値： 3 
( NE 0: 巨 MUSIC ) 
初期値：10 
( NE 0: 白 CINEMA ) 

HEIGHT GAIN 

り V イトゲイン） 

□□PLIIz H 曰 GHT モードを選んでいるときにフロント 
八イトスピーカーから出力される音声の調整をしまず。 
H に H を選おすると、最を上方からの臨場感び増します。 

H に H 

MID 

LOW 


《 a スピーカーの設定六ニューまたはスピーカーの自動設定でフロントスピーカーび SMALL に設定され 
て、ク□スオーバー周波数び1已 OHzL ソ上に設定されている場合、巨 ASS の調整はできません。「チヤ 
ンネルレベル」（一18ぺージ)でサブウーファーのチヤンネルレベルを調整してください。 


※り • 各スピーカーはしソ下の文字で表されます。 


L : フ□ント左 


FHL :フ n ント八イト左 
C : センター 
FHR :フ□ント从イトち 
R : フロントを 


SR :サラウンドち 
SBR :サラウンドバックち 
SBL： ヴラウンドバック左 
SL :サラウンド左 
SW: サブウーファー 


• スピーカーの設定び N 0のスピーカーは選択でをません。 


※口 • サブウーファー本体に PHASE 切換スイッチびついているときはプラス側(日。側）に設定してくだ 
さい。ただし、本機の PHASE 巳 0 NTR 0 L を ON にしても効果び分かりにくいとをは、サブウーファー 
の固体差び考えられますので、 効果の大をい方を選んでください。また効果びわかりにくいとをはサ 
ブウーファーの向きや場所を少しずつ変えてみることわお勧めします。 


• サブウーファー内蔵の Lowpass フイルタスイッチを OFF にしてくださし、 OFF にできないヴプ 
ウーファーは高いカツトオフ周波数に設定してください。 


• スピーカーの距離を正しく設定しないと、 PHASE 巳 0 NTR 日 L の効果び正しく出ない場合があります。 

• PURE DIRECT モードのとをやヘッドホンを使用してし、るときは、 PHASE CONTROL モードを 
ON にずることびでさません。 

※づ • 曰 N にするとフ□ントパネルの MC 冉 CC インジケーターび点灯します。 

• D 旧 ECT および PURE D 旧モードのとをは使巧できません。また、ヘッドホンで聴いているとさは 
効果びありません。 


& e サウンドレト U バー機能は、 S . レトリバーボタンでも設定で去ます。 
※す ADAPTER 入力のとさの初期値は ON です。 


※邑デュアルモノラルの設定は、 HDD/DVD レコーダーで録画された二力国語放送などについては、ド 
ルビーデジタル音声か DTS 音声をデュアルモノラルモードで録画されたちののみ有効です。 

& h 初期値の AUTO はドルビー TrueHD 信号に対してのみ有効です。ドルビー TrueHD 信号山がのとさ 
にダイナ=ックレンジコント□ールを有効にしたいとをは MAX か Ml □を選びまず。 

通常の SACD を再生しているときは問題ありませんび、ちしちノイズび発生する場合は OdB に設定 
して < ださい。 

HDMI で接続されたリップシンク対応のテレビにのみ有効です。日 N に設定しても音声全体の遅延時間 
が改善されないと到ま、 OFF に設定して「ヴウンドディレイ」卜18ぺージ)を手動で調整してください。 
□□PLII MUS にモードでステレオ2チヤンネル音声を入力していると去のみ使用できます。 

《I NE 0:6 CINEMA または NE 0:6 MUSIC モードでステレオ2チヤンネル音声を入力しているときの 
み使用でさます。 







































ホームメニューでは、本機に接続したスピーカーのさまざまな調整や各種端子の巧途などを設定します。 
設定できる項目は政下のとおりです。 


Manual SP Setup - 
Pre Out Setting^— 
Input Assign 

HDMI Setup - 

Auto Power Down - 


.Demo Mode - 


r 


□ Auto MCACC 


曰 Manual SP Setup 


巧 Speaker Setting 


巧 Channel Level 


曰 Pre Out Setting 
Q Input Assign 
曰 HDMI Setup 


曰 Speaker Distance 


スピーカーの自動設定（一 12 ページ） 

接続しているスピーカーの手動設定 
(一下記） 

スピーカー B 端子の用途の設定 
卜下記） 

スピーカーの接続本数や大ささ（低域 
再生能力）などの設定（一下記） 

何 Hz が下の低音域をサブウーファーな 
どで再をずるかを設定（一 2] ページ） 
スピーカーシステム全体の出カレベル 
の調整（一 2] ページ） 

視聴位置から各スピーカーまでの距離 
の設定（一 2] ぺージ） 


フリアウト端子に接続した外部アンプの 
スピーカーの用途を設定（一22ページ） 

コンポジットビデオ入力端子に機器を接 
続するとさの設定（一22ページ） 

HDMI によるコント□-ル機能の設定 
(一23ぺージ） 


. 曰 AutoP 眶 Down 魏葬 fkS 谴 i 节!製写严 


□ FL Demo Mode 


フ□ントパネル表示部にデモを表示する 
/しないの設定（一22ぺージ） 


〇重要 

• テレビを HDMI ケーブルのみで接続した場合、 
ホー ムメ ニユー 画面は表示されません。本機の 
設定を巧ラ際は、テレビをビデオケーブル(黄） 
で接続して < ださい。 


デバ - WMStR I 



III EE " 圧 > 正な I 


( D 本機とテレビの電源をオンにずる。 

テレビの入力を、本機とビデオケープル(黄)で接 
続した入力に合わせてください。 

風 l ^ v アンプ I ボタンを押してか5、ホーム 
メニューボタンを押ず。 

テレビに上記のホーム ニュー画面び表示されます。 

爾 上記の調整したい項目を選んで設定を 
巧ラ。 

• t/|V 和/*と ENTER ボタンで、操作項目を選 
びまず。 

• 戻る ボタンで前の画面に戻ります。 

-ホームメニューボタンで設定を終了しまず。 

ホームメニューボタンを}甲して設定を 
終了ずる。 

戻る ボタンを数回押して終了することちでさます。 


B X.OVER 


0 Speaker System 


ホームメニューで 本機の設定を巧ラ 


|〇帶 I 器画〇 

loiQolo 
|_谷056 
1101谷〇零 


晓感にぶるスピーカーの設定を行ラ 


スピーカーの自動設定（^12ぺージ）でオート 
MCACC 設定を巧った場合は、すでにリスニング 
環境に最適なスピーカー設定になっていますび、 
お好みで設:定を変更ずることびでをます。 

( J ) ホームメニュー画面の中か SrManual 
SP SetupJ を選択ずる。 

• ホームメニュー画面を表示するまでの手順は左 
記をご覧 < ださい。 



r スピーカーシステムの設定を巧ラ 

• 工場出荷時の設定 ： Normal 
スピーカー日端子の巧達を選択します。已 .1 ch サ 
ラウンドシステムのサラウンドスピーカーの接続に 
使用するほか、インの部屋とは他の堤所にスピー 
カーを設置して、ステレオで聴<ことびでさます。 


( J ) Manual SP Setup の設定項目か5 
[Speaker System 」 を選択ずる。 



( f ) 和/-►ボタンでスピーカー B 端子の用途 
を選択ずる。 

•Normal - サラウンドスピーカーの接続に使 
用します。 

• Speaker B - 他の部屋でスピーカー巨システ 
ムとして使用します。 


(3) 戻るボタンを巧して終了ずる。 

Manual SP Setup の設定画面に戻りまず。 

〇重要 

• スピーカーシステムの設定を変更した場合は、 
スピーカーの自動設定(^1吕ぺージ）を再度 
行って < ださい。 

I スピーカー の設定を巧ラ 

スピーカーの大ささや本数を設定して、再生する 
音域を最適なチヤンネ J レへ配分しまず。 

の Manual SP Setup の設定項目か5 
[Speaker Settin 旨」を選択ずる。 



d ) t/l ■ボタンで設定したいスピ-力-を選 
んで、和/-►ボタンで大きさを選択ずる。 

スピーカーごとに UTF の設定を選べます。 


スピーカー 

選択項目 

Front 

(フ□ント） 

LARGE / SMALL 

Center 

(センター） 

LARGE / SMALL/NO 

Front Height 

(フ□ント从イト） 

LARGE / SMALL/NO 

Suit 

(サラウンド） 

LARGE / SMALL/NO 

Suit. Back 

(サラウンドバック） 

L 冉 R 白 EXl / LARGEX 2 / 
SM 冉 LLX ] / SMALLX 2 / 
NO 

Subwoofs 广 

(サブウーファー） 

YES / PLUS/NO 























































































ホームメニューで本機の設定を巧 5 


• フ□ン トス ピーカー 

な宣域の再生能力び高い場合は LARGE を、 な 
し竭合は SMALL を選びまず。 

• センター/フ□ント A イト/サラウンドスピーカー 
な宣域の再生能力び高い場合は LARGE を、 な 
い攝をは SMALL を選びまず。接続しない場合 
は N 0を選びまず(そのチヤンネルの音声は、他 
の スピーカーから 出力され ます)。 

-サラウンドバックスピーカー 
接続している本数を選んでください （1 本または 
2本)。低音域の再生能力び高い場合は LARGE 
を、ない場合は SMALL を選びます。接続しない 
場合は N 0を選びまず(サラウンドバックチヤン 
ネル音声は、他のスピーカーから出力されます)。 

• サブウーファー 

SMALL に設定されたスピーカーのな音域と 
LFE 信号（ドルビーデジタルや DTS 信号に含ま 
れる超低域信号成分）をサブウーファーから再 
生ずるときは YES を選びます。ヴプウーファー 
か日萬にな音を再生したいとをや、低音を強調 
したいときは PLUS を選びまずにのとき、通 
常はフ□ントやセンタースピーカーで再生して 
いる低音域をサブウーファーでち再生しまず)。 
また、サブウーファーを接続していないとをは 
N 0を選びます（このとをな音域は他の LARGE 
に設定されたスピーカーで再生されまず)。 

③戻るボタンを巧して俊了ずる。 

Manual SP Setup の設定画面に戻ります。 

巧 巧が5だ 

•フ□ント八イトスピーカーは、プリアウト端テ 
の設定 (一22 ページ)で Hei 旨 ht を還んでいると 
さのみ設定でをます。 

•サラウンドバックスピーカーは、プリアウト端 
子の設定卜22ぺージ)で Suit. Back を選んで 
いるとをのみ設定でさます。 

• フロントスピーカーび SMALL に設定されてい 
るときは、サブウーファーは自動的に YES に設 
定されまず。また、他のスピーカーで LARGE 
を選択でをません。このとさ、各チヤンネルの 
な音域はヴプウーファーから出力されまず。 

-サラウンドスピーカーび N 0に設定されている 
ときは、フ□ント八イトおよびサラウンドバッ 
クスピーカーは自動的に N 0に設定されまず。 


サブウーファーを PLUS に設定した場を、サブ 
ウーファーのな音域とフ□ントスピーカーの低 
音域び打ち消し合ってしまい、十分な低音の効 
栗び発揮されないことびあります。このよラな 
ときは、スピーカーの設置場所や向をなどを変 
えてみてください。それでち觸消されないとを 
は実際に音を出しなびらサブウーファーを YES 
にしたり、フ□ントスピーカーを SMALU こし 
てみて]:ヒ較し、最適な設定にしてください。 


r ク□スオーパー周波数を設定ずる 

• 工場出荷時の設定：] OOHz 
スピーカーの設定(一吕〇ぺージ）で SMALL に設 
定されたスピーカーびあるとき、何 Hz じ(下の低 
音域を LARGE に設定されたスピーカーまたはサ 
ブウーファーで再生するかを設定します。また、 
LFE 信号についてち同様に、何 Hz し U 下の低音域を 
再生するかび設定されます。 

( J ) Manual SP Setup の設定項目か5 
rX . OVER 」 を選巧ずる。 



( g ) 和/ーボタンでク□ス オーバー 周波数を 
選ぶ。 

ここで選択された周波数し; TF のな音域は、サブ 
ウーファーまたは LARGE に設定されたスピー 
力一から再生されます。 

d ) 戻るボタンを巧して格了ずる。 

Manual SP Setup の設定画面に戻りまず。 

巧 巧巧ほだ 

• スピーカーの大去さなどの設定については、「ス 
ピーカーの設定を行ラ」（一20ページ）をご覧 
<ださい。 


感 和/-►ボタンで設定方まを還ぶ。 
•Manual - テスト!ンを出力するスピー 
力一を手動で切り 換えて調整します。 

• Auto -テスト I ンを出力するスピーカーび 
自動で切り換わります。 

( J ) ENTER ボタンを f 甲ず。 

音量び自動的に上びり、大をな音でテスト!''ーン 
び出力されます。 


I スピーカーまでの距謎を設定ずる 

視聴位置から各スピーカーまでの距離を設定する 
ことで、各チヤンネルの遅延時間び自動的に算出さ 
れ、最適なサラウンド効果を得ることびでをまず。 

(P Manual SP Setup の選択項目か5 
[Speaker Distance 」 を選巧ずる。 


2.Manual SP Setup 

a. Speaker System 

b. Speaker Setting 

c. X.OVER 


d.Channel Level 



(§) 和/今ボタンで各 スピーカーの 出カレべ 
ルを調整ずる。 

Manual を選んだときは、 171 •ボタンでスピーカー 
を選択します。 Auto を選んだときは、下の順番 
でテストトーンび出力されます。 

L 一 C 一 R 一 SR 一 SBR 一 SBL 一 SL 一 SW 


感 tAl ボタンで設定ずるスピーカーを選 
んで、和/-►ボタンで各スピーカーまで 
の距離を設定ずる。 

0.1 m 間隔で調整でをます。 

③ 戻るボタンを押してお了ずる。 

Manual SP Setup の設定画面に戻ります。 21 


ピーカー出カレベルを設定ずる 

各スピーカーの出カレベルを設定することで、ス 
ピーカーシステム全体のバランスを調整します。 

A ま意 

• スピーカー出カレベルの設定では、テスト I -一 
ンび大音量で出力されます。 

( J ) Manual SP Setup の設定項目か5 
["Channel LevelJ を選択ずる。 


2.Manual SP Setup 

a. Speaker System 

b. Speaker Setting 

c. X.OVER_ 


e.Speaker Distance 


テスト!-ーンを聞をなびら、各スピーカーの出力 
レベルを調整して < ださい。 

感 戻るボタンを押してお了ずる。 

Manual SP Setup の設定画面に戻ります。 

夕お巧旧だ 

音圧計を使用して出カレベルを調整する場合 
は、視聴位置で測定して、各スピーカーの出力 
レベルを7已 d 日 SPL ( C - ウェイト/ス□ーモー 
ド) に調整して ください。 



2d.Channel Level 

Test Tone [ Manual ] 

Please Wa け .. .20 
Caution 

Loud test tones 

will be output. 

Return 


2e.Speaker Distance 




Center 


3.0 m ] 

Front R 


3.0 m ] 

Surround R 


3.0 m ] 

Surr. Back R 



Surr. Back L 



Surround L 


3.0 m ] 

Subwoofer 


3.0 m ] 



Return 


2d.Channel Levi 
Test Tone 


>vel 

•^UEnnsi^ 


ENTER:Next 


応巧設定 





































ホームメニ ユーで 本 機の設定を行ラ 


プリアウト端子の設定を巧う ■ アナ□グビデオ入力端子の設定を行5 


プ U アウト端子をサラウンドバックスピーカーま 
たはフ□ント八イトスピーカーの接続に使用する 
かを指定します。スピーカーの接続には外部アン 
プび必要です。 

• 工場出荷時の設定： Suit. Back 

( J ) ホームメニュー画面の中か SrPre Out 
Settin 呂」を選択ずる。 



• ホームメニュー画面を表おするまでの手順は 
2□ページをご覧 < ださい。 

@ 和/-►ボタンでプリアウト端子の用途を 
選ぶ。 

• Surr.Back -サラウンドバックスピーカーの 
接続に使巧します。 

• Height -フ□ントハイトスピーカーの接続に 
使用します。 


( J ) 戻るボタンを巧して終了ずる。 

ホーム;^ニュー画面に戻ります。 


アナ□グコンポジッ h ビデオ入力は ANALOG 
AUX 入力に割り当てられていますび 、 DIGITAL 
AUX または CD 入力の映像入力端子として使巧す 
るよラに設定を変更できます。 

• 工場出荷時の設定： ANALOG AUX 

( J ) ホームメニュー画面の中か srinput 
Assi 居 nj を選択ずる。 



• ホームメニュー画面を表おするまでの手順は 
20ページをご覧ください。 


透 ） Input Assi 呂 n の設定項目か5 
に omposite Input ! を選択ずる。 



③ 和/-►ボタンでアナ□グコンポジットビ 
デオ入力に割り当てたい入力を選ぶ。 

感 房るボタンを押して終了ずる。 

Input Assi 旨 n の設定画面に戻りまず。 
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自動電源オフの設定を巧う 


デモ表示の設定を行う 


本機の電源びオンのとをに、長時間何ち操作して 
いない場合に自動的に電源をオフにするよラに設 
定でさます。 

-工場出荷時の設定： OFF 


( J ) ホームメニュー画面の中か SrAuto 
Power DownJ を選択ずる。 



• ホーム六ニュー画面を表示するまでの手順は 
20ページをご覧ください。 


(2) 和/-►ボタンで電源がオフになるまでの 
時間を選ぶ。 

吕/4/6時間、または OFF (自動電源オフしなし、) 
を選びます。 

(|)戻るボタンを押して路了ずる。 

ホームメニュー画面に戻ります。 


本機のフ□ントパネル表示部のさまざまなデモ表 
示について、表おする/しないを選びまず。 


①ホームメニュー画面の中か 5 rFL 
Demo Mode 」 を選択ずる。 



• ホームメニュー画面を表おするまでの手順は 
20ページをご覧 <ださい。 


感 和/-►ボタンでデモ表示の ON / OFF を選 
ぶ。 

( J ) 戻るボタンを巧して終了ずる。 

ホームメニュー画面に戻ります。 












































I HDMI によるコント□-ル機能 


HDMI によるコント□-ル機能対応のパイオニア製 
テレビやブルーレイディスクプレーヤー、または 
HDMI によるコント□ール機能と互換性のある他社 
製品などを、 HDMI ケーブルで本機と接続すること 
で、む下のよラな連動動作び可能になりまず。 

• シアターモ^—ド 

テレビから本機の音量調節や消音ユート)操作 

-テレビとの電源連動 
-自動入力切り換え 

テレビの入力切り換えやプレーヤーなどの再生 
開始による、本機の自動入力切り換え 

巧おならせ 

•パイオニア製の機器によっては、 HDMI による 
コントロール機能び 「KUR 日 LINK 」 と表記され 
ていることびあります。 

-パイオニア製 HDMI によるコント□-ル機能対 
応機器、および HDMI によるコント□-ル機能 
と互換性のある他社製品卜24ぺージルぶ4との 
連動動作はイ呆証がでず。 HDMI によるコント □- 
ル機能と互換性のある他社製品であってわ、す 
ベての連動操作を保証するちのではありません。 
- HDM 1 によるコント□-ル機能を使うときは A イ 
スピード HDMI ケーブルをお使いください。そ 
れじ(がの HDMI ケーブルでは HDMI によるコント 
□-ル機能び正しく動作しないことがありまず。 

-具体的な操作や設定方をなどについては、それぞ 
れの機器の取扳説明書ちあわせてご覧<ださい。 


HDMI によるコントロール機能巧 
応機巧を接続する 


本機には HDMI によるコント□ール機能対応テレ 
ビのほかに、最大3台の HDMI 機器を接続して連 
動動作させることびでをます。接続には八イス 
ピード HDMI ケーブルをご使用ください。接続方 
法については、 「 HDMI ケーブルによる接続」（一9 
ページ)をご覧ください。接続び終わったら「コン 
卜□ール機能を設定する」（^ち記)を行ってくだ 
さい。 

-お手持ちのテレビびオーディオ I 」ターンチヤン 
ネル ( ARC ) に対応している場合は、 HDMI ケー 
プルを通じてテレビの音声を本機に入力でさま 
す。この場合、 HDM 殿定の ARC を ON に設定 
してください卜ち記)。 

夕 蜘 S だ 

- HDVII によるコント□-ル機能対応機器の接続 
終了棲、本機の電源コードをコンセントに差し 
込むと本機の電源び入ります。この隐 HDMI 
に関する初期化動作を2砂から10抄程度行い 
まず。初期化中は HDMI インジケーターび点滅 
します。本機の操作は点滅び終了してから行っ 
てください。「コント□ール機能を設定する」（下 
記）で HDMI によるコント□-ル機能を OFF に 
することで、この処理は行われなくなります。 

. 本機の HDMI によるコント□ール機能を十分に 
発揮ずるために、 HDMI 機器は本機に直接接続 
してください。 


コント□-ル機能を設定する 


連動動作を開始する前に動作巧認 
する 


本機の HDMI によるコント□ール機能を有効にす 
るかどラかを設定します。本機の設定！;1外にを、 
本機と接続する HDMI によるコント□ール磯能巧 
応機器の設定ち必要です。詳しくは、それぞれの 
機器の取扳説明書をご覧ください。 


( P ホームメニュー画面の中か SrHDMI 
Set 叩」を選択ずる。 



• ホームメニュー画面を表示するまでの手順は 
吕〇ページをご覧ください。 

感和/崎ボタンでコント□—ル機能 
( Control ) の ON/OFF を選ぶ。 

•ON - HDVII によるコント□—ル機能び有効に 
なります。 

• OFF - HDMI によるコント□-ル機能は無効 
になり、連動動作することはでをません。 

d ) t/4 ■ボタンで 「 ARCJ を選んでか5、 
和/-►ボタンでオーディオリターンチヤ 
ンネルの ON / OFF を選ぶ。 

•ON — HDMI 経由でテレビの音声を入力しま 
ず。手順2の ContrcH が日 N のとをのみ選択でを 
ます。テレビの設定を必要です。詳しくはテレ 
ビの取掘説明書をご覧ください。 

- OFF — テレビの音声を入力するには、テレビと 
オーディオケーブルで接続した入力を選びまず。 

( S ) 戻るボタンを}甲して終了ずる。 

ホームメニュー画面に戻ります。 


接続と設定び終了したら、下記の確認作業を必ず 
行って < ださい。 

の ずべての機器をスタン八"イ状態にずる。 

感 テレビ ly 外のずべての機器の電源を才 
ンにずる。 

d ) テレビの電源をオンにずる。 

( S ) テレビの入力を本機が接続された HDMI 
入力に切り換える。 

感 本機の入力を HDMI 機器が接続された 
HDMI 入力に切り換える。 

感 手順日で選んだ HDMI 入力に接続した機 
器を再生ずる。 

テレビに映儘び表おされることを確認します。 

の手順己〜 6 を繰り返し、ずべての HDMI 
入力を確認ずる。 


応巧設定 
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HDMI によるコント□—ル機能 


r 連動中の動作について 

本機と接続した HDMI によるコント□-ル機能対 
応機器は、じ(下のよラな連動動作をします。 

• シアターモード 

- HDMI によるコント□-ル機能対応テレビの 
メニュー画面等でアンプから音を出ずよラに 
操作すると、シアターモードにすることびで 
をます。 

-シアターモードのときに、本機の電源を切る 
ことでシアターモードは解除されます。この 
ときテレビのメニュー画面等でアンプから音 
を出すよラに操作すると、本機の電源びオン 
になり、再度シアターモードになります。 

-シアターモードのとをに、テレビのニュー 
画面等でテレビから音を出すよラに操作する 
と、シアターモードび解除されます。 

•シアターモードを解除すると、テレビで 
HDMI 入力またはテレビ放送を視聴していた 
場合、本機の電源び切れます。 

-テレビとの電源連動 

-テレビの電源をスタンバイ状態にすると、本 
機の電源ちスタンバイ状態になります。（本 
機に HDMI 接続されている機器の入力を選択 
しているとをや、テレビを視聴している場を 
のみ。） 

-自動入力切り換え 

- HDMI によるコント□-ル機能対応機器の再 
を操作に連動して、本機の入力び自動的に切 
り換わります。 

-テレビの入力を切り換えると、本機の入力び 
達動して切り換わります。 

-本機の入力を HDMI し;がに切り換えてち連動 
動作は継続されます。 


[ HDMI によるコント□—ル機能と互巧 

I 性のある他社製品と接続ずる 


本機の HDMI によるコント□ール機能との旦換性 
びある他社製テレビと接続してお使いになると、 
下記の連動動作びで去ます。 


(お使いのテレビによっては、ずべての HDMI によ 
るコント□ール機能び働くわけではありません。） 
•テレビのメニュー画面で、本機に接続したス 
ピーカーから音を出すか、テレビのスピーカー 
から音を出すか、どちらかに設定でをます。 


•テレビのリモコンで、本機の音量調節や消音 
(S ユート)操作びでさます。 

•テレビの電源をスタンバイ状態にずると、本機 
の電源ちスタンバイ状態になりまず。（本磯に 
HDK / n 接続されている機器の入力を選択してい 
るとさや、テレビを視聴している場合のみ。） 

-テレビ放をやテレビに接続したが部入力の音声 
ち、本機に接続したスピーカーから出力でさま 
す。 （ HDMI ケープルのほかに光デジタルケー 
プルなどの接続び必要です。） 

本機の HDMI によるコント□ール機能と互換性の 
ある他社製プレーヤーやレコーダーと接続してお 
使いになると、下記の連動動作びで去ます。 

-プレーヤーやレコーダーの再生を開始すると、 
本機の入力びその機器を接続している HDMI 入 
力に切り換わりまず。 


夕 おがをせ 

HDMI によるコント□ール機能と互換性のある他 
社製品 

下の他社製テレビと互換化びあります。(順不同） 
• シ巾ープ株式含社製冉 QUOS ファミ U ンク対応 
の液晶テレビ「アクオス」 

-パナソニック株式会社製ビエラリンク対応のテ 
レビ 

-株式会社東ち製レグヴ U ンク対応のテレビ 
-株式会社曰立製作所製 WoociU ンク対応のテレ 
ビ 

-ソニー株式会社製ブラビア U ンク対応の液晶テ 
レビ r ブラビア」 
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UTF の他社製プレーヤーやレコーダーと互換性び 
ありまず。（順不同） 

• 株式会社シャープ製冉日 UOS ファミ U ンク対応 
のデジタル八イビジョンレコーダー 「 A 日 UOS 
八イビジョンレコーダー」、プルーレイディス 
クレコーダー rA 曰 UOS ブルーレイ」（株式会 
社シャープ製冉 QUOS ファミ U ンク対応の液晶 
テレビ「アクオス」とあわせてお使いのとをの 
み） 

-パナソニック株式会社製ビエラ I 」ンク対応のプ 
レーヤーおよびレコーダー（パナソニック株式 
会社製ビエラ U ンク対応テレビとあわせてお使 
いのとをのみ） 

-株式会社東芝製レグヴ I 」ンク対応のプレーヤー 
およびレコーダー（株式会社東芝製レグヴリン 
ク対応テレビとあわせてお使いのと去のみ） 

•株式会社日立製作所製 W □日日 U ンク対応のレ 
コーダー（株式会社日立製作所製 WoooU ンク 
対応テレビとあわせてお使いのとさのみ） 

-ソニー株式会社製ブラビア U ンク対応のプルー 
レイディスクプレーヤーおよびレコーダー（ソ 
ニー株式会社製ブラビア U ンク対応の液晶テレ 
ビ r ブラビア」とあわせてお使いのときのみ） 

切下の他社製商品と互換性びあります。 

•株式会社ソニー-コンピュータエンタテイン 
六ント製ブラビア U ンク対応の「プレイステー 
ション3」（ソニー株式会社製ブラビアリンク 
対応の液晶テレビ r ブラビア」とあわせてお使い 
のと去のみ） 

上記 L ツがの他社製品との連動動作は保証がです。 
互換性のある他社製品の型名など最新の情報 
については、パイオニアホームぺージ ( h け P :// 
pioneer.jp/) をご覧ください。 

※冉 QUOS ファミリンクは、シャープ株式会社の 
登録商標です。 

《 その他文中の商品名、技術名および会社名等は、 
当社や各社の商標または登録商標です。 

滅ブラビアリンクは、ソニー株式会社の登録商標 
です。 

&「プレイステーション」は、株式会社ソニー.コ 
ンピュータエンタテインメントの登録商標です。 

《 その他文中の商品名、技術名および会社名等は、 
当社や各社の商標または登録商標です。 


pDMI によるコント□—ル機能につい 

I てのごミ主意 

• HDMI によるコント□ール機能対応テレビの音 
声出力と本機の音声入力を接続し、 HDMI によ 
るコント□-ル機能対応テレビの U モコンでシ 
アターモードにすることで、テレビの入力を切 
り換えたとをなど、本機の入力び自動で切り換 
わり本機から音び出るよラになります。このと 
きテレビの音声は消音されます。接続は光デジ 
タルまたはアナ□グのいずれかで接続して<だ 
さい。 

•テレビやソース機器（プルーレイディスクプ 
レーヤーなど)は本機に直接接続して < ださい。 
本機政がのアンプや AV コンバーター （HDMI 
スイッチ）などに接続してから本機に接続する 
と、誤動作の原因となりまず。 

• HDMI によるコント□-ル機能び ON の状態で、 
本機の電源コードをコンセントに差し込むと本 
機の電源び入ります。この隙、 HDMI に関する 
初期化動作を2秒か610秒程度行います。巧期 
化中は HDMI インジケーターび点滅しまず。本 
機の操作は点滅び終了してから行ってください。 

. 本機の HDMI によるコント□-ル機能び ON の 
と去は、本機の電源びスタンバイ状態であって 
も、 HDMI によるコント□ール機能対応機器口 
ルーレイディスクプレーヤーなど）と対応テレ 
ビで接続しているとをのみ、本機から音を出さ 
ずにプレーヤーからの音声と映像を HDMI を通 
してテレビに出力でをます。このとを HDMI イ 
ンジケーターび点むします。 







.1 .困ったとを 


と居 I つた6 


故障かな？と思ったら下記の項目を確認して<ださい。また、本機と接続している機器(テレビなど)わあ 
わせて醒認してください。それでを正常に動作しないとをは『保証とアフターサービス』（一28ページ)を 
お読みのラえ、販売店にお問い合わせ<ださい。 


症状_ I 改善策 


全晦 


電源び入らない。 

•電源プラグを损いて、もラー度差し込んでください。 

自動的に電源び切れる。 

-自動電源オフ機能び ON の場合、本機を長時間操作していないと自動 
的に電源びオフになります。自動電源オフ磯能の設定を確認してく 
ださい(一22ページ)。 

• スピーカーコードの芯線び U アパネルに接触していたり、プラスと 
マイナスびショートしていないか確認して<ださい。接触していた 
りショートしていると、電源び自動的に切れます。 

• すべてのスピーカーコードをがして電源を入れてみてください。電 
源び正萬な場合は、電源を切ってからスピーカーコードを正しく接 
続し直してください。スピーカーコードを外してち電源び切れてし 
まラとをは、電源プラグを损いて、パイオニアカスタマーヴポート 
センターへご達絡ください(裏表紙参照)。 

自動的に電源び入る、電源び切 
れる。入力び勝手に切り換わる。 
( HDMI によるコント□-ル機 
能びオンの場合） 

- HDMI によるコント□ール機能の達動動作でず。連動動作び不要な場 
合は、 HDVII によるコント□-ル機能をオフにしてください（一23 
ぺージ)。 

OVERHEAT と表示されて、電 
源び切れる。 

•本機巧部の温度び許容値を超えています。通風び良くなるよラに、本 
機の設置を蜜えてください(^3ぺージ)。 

-音量を下げて使用してください。 

OVER TEMP と表示されて、 
音量び勝手に下びる。 

•本機巧部の温度び許容値を超えています。通風び良くなるよラに、本 
機の設置を蜜えてください(^3ぺージ)。 

-音量を下げて使用してください。 

入力を合わせてわ音青び出ない。 

•音量 ボタンを押して、音量を上げて<ださい。 

.消音 ボタンを押して、ミュートを解除してください。 

-機器び正しく接続されているか確認してください。詳しくは「機器の 
接続」（^8ぺージ)をご覧ください。 

-ソース機器の設定び間違っている可能性びあります。ソース機器を 
正しく設定してください(^8ぺージ)。 

入力を合わせてち映儘が出ない。 

-機器び正しく接続されているか確認してください。詳しくは「機器の 
接続」（^8ぺージ)をご覧ください。 

-入力機器とテレビは同じ種類のケーブルで本機と接続してください 
卜扫ぺ ジ)。 

ホームメニュー画面びテレビ 
に表おされない。 

• テレビと HDMI ケーブルのみで接続した場合は、ホームメニュー画面 
( OSD 画面)びテレビに表示されません。ビデオケープル(黄)で接続 
し、テレビの入力をこれらの接続に合わせてください(一8ページ)。 

AM ラジオのオートチューニン 
グ中に、スピーカーからプツプ 
ツと音び出る。 

-受信性能を向上させるためであり、故障ではありません。 


症状 


I 改善策 


ラジオ受信中に雑音びをい、 
放送局び自動的に選ばれない。 

-受信び良好になるよラに FM アンテナケープルを十分に伸ばして壁に 
貼り付けるなどしてください。 

-受信び良好になるよラに AM ループアンテナの位置や方向を変えてく 
ださい(一10ページ)。 

• FM 屋外アンテナや AM 屋外アンテナ、または室内アンテナを接続し 
て < ださい。 

-雑音を生じさせる磯器の電源を切るか、本機やアンテナから遠ざけ 
て < ださい。 

センター、サラウンド、サラウ 
ンドパックまたはフ□ント八イ 
トスピーカーか5音び出ない。 

-入力信号や U スニングモードによっては、一部のスピーカーから音 
び出ないことびあります。 ADV SURR ボタンを繰り返し押して、 
EXT.STEREO モードを還んでみてください。 

-スピーカーび正しく接続されているか確認してください(一7ページ)。 

-「スピーカーの設定を行う」 H 20 ぺージ)をもう一度確認してください。 

-「スピーカー出カレベルを設定する」（一21ページ)でスピーカーの 
出カレベルをちラー度確認してください。 

ヴプウーファーから音び出ない。 

-サブウーファーを正し<接続して、電源を入れて<ださい。 

-サブウーファーに音量調整機能びあれば、ボ U ュームを上げてください。 

-再生しているドルビーデジタルや DTS 信号の中に低音域の LFE チヤンネ 
ルび含まれていないと、ヴプウーファーから音び出ないことびあります。 

-「スピーカーの設定を行う」（一20ベージ)でサブウーファーを YES ま 
たは PLUS に設定してください。 

•「LFEATT ( LFE アッテネーター)」 （一 1日ページ）を Od 巨または 
-已服にしてください。 

特定のスピーカーの音びルさい。 

-スピーカーの自動設定を巧ってください (一 1吕ページ)。 

-ホーム方ニュー設定でスピーカー出カレベルを設定してください 
(一21ベージ)。 

低音び出ない、音声びひずむ。 

• パイオニア製のスピーカー S - SL ] 00 - LR / S - SLIOOCR や HVT ス 
ピーカー ( S - HV 曰00 - LR など)を接続しているときは、本機のク□ス 
才ーパ'-周波数を200 Hz に設定してください卜21ぺージ)。 

カセットデッキを再生ずると 
雑音び出る。 

-雑音び消えるまで、カセットデッキを本機から離して<ださい。 

IJ モコンで操をない。 

- U モコンび他機器の操作モードになっている可能性びあります。 

IAV アンプ 1 を巧して U モコンを本機の操作モードに切り槪えてか6 
操作してみて < ださい (一 1 3ページ)。 

-電池を交換してください(^3ぺージ)。 

• フロントパネルのリモコン受光部から7 m 、 左ち 30- の範囲で操作 
してください卜3ぺージ)。 

-障害物を取り除<か、別の場所に移動させてください。 

-1」モコン信号受光部に強い光び当たらないよラにして < ださい。 

ディスプレイの表示び暗い、ま 
たは表示されない。 

-1」モコンの ディマー ボタンを押して、表示部の明るさを選択してく 
ださい。 

-エコモードを選んでいる場合は、ディスプレイの表示び暗<なります。 
他の U スニングモードを選ぶと、元の日月るさに戻ります。 


応用設定 


固つたとを 


巧 































困ったとを 


ディスプレイに勝手にさまざ 
まな夕字び表あされる。 

•デモ表おびオンになっていまず。デモを表おさせたくない攝合は、デ 
モ表示をオフにして < ださい(一吕 3 ページ)。 

何らかの操作のあと、ディスプ 
レイ表示び点滅ずる。 

-操作禁止を意味します。入力信号や U スニングモードによっては選 
おでさない機能びあります。 

ADAPTER PORT 


扫 /ue わがわ機能搭載機器と接続で 
さない、操作でさない、音び出 
ない、音びとぎれる。 

- 2.4 GHz 帯の電磁波を発ずる機器(電モレンジ、無線 LAN 機器、他の 
S 山が 0 がわ機能搭載機器など)び近くにありませんか？これらの機器か 
ら本磯を離して設置するか、電磁波を発する他の機器の使用をおや 
め < ださい。 

- 曰 / り e わ 0 化機能搭載機器と本機び離れずぎていたり、間に障害物があり 
ませんか？同じ部屋で障害物のない、見通し距離 10 m 切内に設置し 
て < ださい。 

• 巨 LUET 曰 0TH アダプターは本機の AD 冉 PTER P 曰 RTi 端デに正しく 
接続されていますか？接続を確認してくださいい 10 ページ)。 

• 曰 / りが 0 がわ機能搭載機器び日 / りが 0 がわ無線通信できる状態になっていまず 
か？ S/U が 0 がれ機能搭載機器の設定を確認して<ださい(一 14 ページ)。 

-ペア U ングび正しく行われていなかったり、本機か S 山が 00 か機能搭 
載機器側のどちらかでペアリングの設定を消去しませんでしたか？ 
再度ペア U ングの操作を行ってください卜 14 ぺージ)。 

• 接続したい機器はプ□ファイルに対応していますか？冉 2DP および 
AVRCP に対応した咖 e わがわ機能搭載機器を使用してください。 

HDMI 


映像と音帛の両方び出ない。 

-ソース機器の仕様によっては本機を通しての HDM 膛続びできない場合 
びあります。ソース機器の仕樣を確認し、非対応のとをはソース機器と 
本機をビデオケープル馈)で接続してください。 

• 本機は HDC 円こ対応しています。ご使巧の機器び HDCP 対応かどラ 
かをご醒認ください。 HDCP 非対応のとをはビデオケーブル(黄)で 
接続してください。 

映像び出ない。 

-アナ□グのビデオケーブル(黄)で入力した映像信号は HDMI 端テから 
は出力されません。また、 HDMI で入力した映像信号はアナ□グ端デ 
から出力されません(一 8 ページ)。 

-ソース機器の設定によっては映像び表示されないビデオフオーマット 
び出力されることびあります。ソース機器の設定を変更するか、ビデ 
オケーブル(黄)で接続してください。 

-ソース機器の映像び該響している可能性びあります。ソース機器の 
解像度設定や Deep Col □「の設定などを調整して<ださい。 

• 映像信号び Deep Col □「のとき、 HDMI ケーブルび Deep Color に巧 
応していないと映像び出ません。八イスピード HDMI ケープルを使っ 
てください。 

ホーム;^ニュー画面びテレビ 
に表示されない。 

• テレビと HDMI ケーブルのみで接続した場含は、ホーム;^ニュー画面 
C0SD 画面)びテレビに表おされません。ビデオケーブル(黄)で接続 
し、テレビの入力をこれらの接続にをわせてください。（一 8 ページ） 
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症状 


善策 


音声び出ない、またはとぎれる。 

• DVI 機器と接続しているとをは、音声び出ません。別途音声の接続を 
巧って < ださい。 

• 才ーディオ調整機能の HDMI 設定び THROUGH になっている場合は、 
本機から音は出ません。 AM 円こ設定してください ( 一 19 ページ)。 

- HDMI によるデジタル音声伝送は、従来のデジタル音声伝送(光また 
は同軸）に比べ、フオーマットの詔、識に時間びかかります。このため、 
音声フオーマットの切り換わりや再をスタート時に、音声びとざれ 
る場含びあります。 

•再生中に、本機の HDMI OUT に接続している機器の電源をオン/才 
フしたり、 HDMI ケーブルを抜を差しすると、音声びとざれたりノイ 
ズび発生する場合びあります。 

HDMI によるコント□ール機能 
でシアターモードび動作しな 
い。 

• HDMI によるコント□-ル機能を ON にしてくださしバー 23 ぺージ)。 
•テレビの電源を ON にしてから本機の電源を ON にしてください 
( 一 23 ページ)。 

• テレビ側の HDMI によるコント□ール機能を日 N にしてください。 

-エコモードびオンのときは、 HDMI によるコント□ール機能は動作し 
ません ( 一 17 ページ)。 

• エコモードをふたたびオフにしてち、 HDMI によるコント□ール機能び 
動作しないことびあります。この場合は、「連動動作を開始ずる前に動 
作確認ずる」卜 23 ぺージ)をご覽になり、動作確認を行ってくださし、。 

HDM 1 で接続したテレビの音声 
び本機で聞こえない。 

-テレビびオーディオ U ターンチャンネル (AR 巳）に対応している場合： 
HDMI 設定の ARC を日 N にして、 TV 入力に切り換えてください ( 一 23 
ぺージ)。 

• テレビび才ーディオ U 夕ーンチャンネル (ARC) に対応していない場合： 
HDMI 経由でテレビの音声を聴くことはで去ません。別途オーディオ 
ケープルの接続を巧ってください ( 一 9 ページ)。 


Hhdm 昭続に関ずるごを意 

本機を経由してソース機器 (DVD プレーヤーやビデオデッキ、セットトップボックスなど)とテレビ(モニ 
夕一)を HDMI ケースレを使って接続すると、映像や音声び出力されないことびありまず(ソース機器の仕 
様により、 AV アンプを経由してテレビに映儘や音帛を出力でさないことびありまず)。このよラなときは、 
接続しているソース機器のメーカーにお問い合わせください。 

AV アンプを経由してテレビに映像や音声を出力でをないソース機器をそのままお使いになるとをは、下 
記の接続例の方法に蜜要すると映儘や音声を出力でをまず。 

ソース機器とテレビを HDMI ケープルで直接接続して < ださい。 

本機とソース機器を、音声ケーブルを使って接続してください。このとをテレビの音量は最小にしてください。 

巧 おかちだ 

ソース機器によっては、デジタル音声出力び吕チトンネル音声しか出力されないことびあります(これは、 
ソース機器びテレビの音声チヤンネル数に合わせるためでず)。 

ソース機器を切り換えるとをは、本機とテレビの入力を両方切り換えて<ださい。 

HDMI 端テに入力される映像をテレビで見るとさは、テレビの入力を HDMI に切り換えまず。このとをテ 
レビの音量は最ルに調整してください。 




























しソ下の手順で、本機のすべての設定を工場出荷時の状態に初期化し 
ます。 



( D 本機の電源をオフ(スタンバイ状態)にずる。 

屋）フ□ントパネルの INPUT SELE 巳 TOR ボタンを日お ; jy 
上 f 甲しなび5、リモコンのを9ボタンを f 甲ず。 

③ 表示部に RESET ? と表示された5、リモコンの AUTO / 
D 旧 ECT ボタンを f 甲ず。 

表示部に OK? と表示されまず。 

(4) リモコンの ALC / STANDARD ボタンを押ず。 

表示部に OK と表示され、本機び工場出荷時の状態に初期化さ 
れたことを示します。 

をおが6せ 


HDMI によるコント□-ル機能び ON に設定されていると、本機の初 
期化びでさない場合びあります。その場合は、 HDMI によるコント 
□ール機能を OFF にするか、すべての接続機器の電源を切ってか日 
本機の電源をオフ（スタンバイ）にし、 HDMI インジケーターび消灯 
するのを待ってから初期化してください。 


工場出荷時の設定一! 


設定項目 

な!期値 

参照 

ぺージ 

オーディオ調整機能 

MIDNIGHT (ミッドナイト） 

MID/LDN OFF 

1 扫 

LOUDNESS (ラウドネス） 



BASS 他音） 

0 


TREBLE 搞音） 

0 


CH LEV (チヤンネルレベル） 

0 


SB CH (サラウンドバック 

ON 


チトンネル処理） 



PHASE CTRL 

ON 


(フェイズコント□-ル） 



EQ (アコースティックキヤ U 

ON 


ブレーシヨン EQ) 



SOUND DELAY 

0.0フレーム 


(サウンドディレイ） 



SOUND RTRV 

OFF 


(サウンドレトリバー) 

(ADAPTER 入力は ON) 


DUAL (デュアルモノラル） 

CHI 


AXED PCM (P 巳[サフィックス） 

OFF 


DRC (ダイナ S ックレンジコ 

AUTO 

19 

ント□-ル） 



LFEATT (LFE アッテネータ ー) 

Od 巨 


SACD GAIN (S 冉 CD ゲイン） 

0 ( 服） 


HDMI (HDMI 音声） 

AMP 


AUTO DELAY はートディレイ） 

OFF 


CENTER WIDTH (センター幅） 

3 


DIMENSION (ディ乂ンシヨン) 

0 


PANORAMA (パノラマ） 

OFF 


CENTER IMAGE 

3 (NEO : 巨 MUSIC) / 


(センターイメージ） 

10 (NE0:6 CINEMA) 


HEIGHT GAIN り、イトゲイン） 

MID 



設定項目 

初期値 

参照 

ぺージ 

ホームメニユー設定 

Speaker System 

(スピーカーシステムの設定） 

Normal 

20 

Speaker Setting 

(スピーカーの設定） 

Front: SMALL (ル） 

Center SMALL (ル） 

Front Hei 旨 ht: NO (無し） 

Sum SMALL (ル） 

Suit. Back: NO (無し） 

SubwooferYES (有り） 

X.0VER 

(ク□スオーバー周波数） 

100 Hz 

21 

Channel Level 

(スピーカー出カレベル） 

Od 巨（補正無し） 

Speaker Distance 

(スピーカーまでの距離） 

すべて 3.0 m 

Pre Out Setting 

(プ U アウト端子の設定） 

Suit . 呂 ack 

22 

Input Assign [Composite 
Input] (コンポジットビデオ 
入力端子の設定） 

ANALOG AUX 

Auto Power Down 

(自動電源オフの設定） 

OFF 

FL Demo Mode 

(デモ表おの設定） 

ON 

HDMI によるコント□—ル機能 

Control 

ON 

23 

ARC (オーディオ iJ ターン 
チヤンネル） 

OFF 

その他 

入カフアンクシヨン 

BD/BDR 

13 

U スニングモード 

AUTO SURR 

16 

ディスプレイの明るさ 

一番明るい 

4 


困ったとを 


本機を巧巧化する 


f ¥io 

Isoio 

iO 書〇 

s_06 


固つたとを 
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困ったとを 


巧証とア フターヴー ビス 


な証書(別添)について 

イ呆罰書は必ず r 販売店名-購入曰」などの記入を確 
かめて販売店から受け取り、内容をよ<読んで大 
切に保存してください。 


保註巧巧はご廣乂曰か51年巧でず。 


補修用性能部品の保有期間 

当社はこの製品の補修用性能部品を製造打ち切り 
後、8年間保有しています。性能部品とは、その 
製品の機能を維持するために必要な部品です。 


修埋に関するご質問、ご相談 

お買い巧めの販売店へご依頼ください。ご廣居さ 
れたりご贈答品などでお買いホめの販売店に修理 
のご依頼びでさない場合は、修理受付窓□にご巧 
談ください。 

所在地、電話番号は裏表紙の r ご相談窓□のご案内 • 
修理窓□のご案内」をご覧ください。 


修埋を依頼されるとを 

修理を依頼される前に2己〜2日ページの「故障か 
な？と思ったら」の項目をご確認ください。それで 
を正常に動作しないとをは、ご使用を中止し、必 
ず電源プラグを掠いてから、お買いホめの販売店 
または裏表紙に記載の修理受付窓□にご依頼<だ 
さい。 


ご連絡いただをたい巧客 


-ご住所 
• お名前 
-お電話番号 

• 製品名： AV マルチチヤンネルアンプ 
• 型番： VSX - S 300 
-お買い上げ曰 

-故障の状況(でさるだけ具体的に） 

-訪問ご希望曰 

-ご自宅までの道順と目標(建物、公園など) 


保証期間中は； 

修理に際しては、保証書をご提示ください。巧証 
書に記載されている当社の保罰規定に基づさ修理 
いたします。 

保証期間び過ぎているときは 

修理ずれば使用でをる製品については、ご希望に 
より有料で修理いたします。 


本製品は家庭用オーディオ機器（オーディオ•ビデオ機 
器）です。下記の注意事項を守ってごを用ください。 

1. 一般家庭用ながでの使用（例：店舗などにおける BGM 
を目のとした長時間使用、車両•船舶への搭 

載、屋外での使用など）はしないでください。 

2. 音楽信号の再生を目的として設計されていますの 
で' 測定器の信号（連続波）などの増幅用には使用し 
ないで < ださい。 

3. 八ウ U ングで敦品び故障する恐れびありますので、マイ 
ク□フォンを接続する場をはマイク□フォンをスピーカ 
一に向けたり、音び歪むよラな大音量では使用しない 
で < ださい。 

4. スピーカーの許容入力を超えるよラな大音量で岳生し 
ないで < ださい。 


夏情点検 


口 


長年ご使用の A V 機器の点検を! 


このよラな症げは 

-電源コードや電源プラグが 
異常に熱くなる。 

• 電源コードにさけめや 
ひび割れびある。 

A 

ご使巧 

故障や事故防止のため、すぐに 
電源を切り、電源プラグをコン 

あ0ませんか 

-電源び入ったり切れたり 


中止 

セントか5巧き、必ず販売店に 


ずる。 

•本体から異常な音、熱、 
臭いびずる。 



ご相談ください。 


































困ったとを 


ヴービス拠点のごま巧 


* ま号をよ < お確かめの上でおかけいたださますよラお巧いいたしまず 

サービス拠点への電話は、修理受过 m でお受けします。（ホ縄県の方は巧縄ヴービス認定店） 

また、認定店は不在の場合をございますので、持ち込みをご帯望のお客様は 修理受か窓□ にご確認ください。 


♦北海道地区 

☆化海道サービスセンター 
喊 II ヴービス認定店 
帯広サービス認定店 
函館ヴービス認定店 

FAX 

FAX 

FAX 

FAX 

011-611- 己 694 
01 白 6 -巳 5-7207 
01 已己- 23-7 フ已 7 
013日- 40-6473 

受材月一を 9:30-18:00 (± ■曰-巧‘巧な巧お曰はお <) 

☆巧協は.±垣ち受巧 9:30-12:00, 13:00〜1圧00 ( 跨な巧業日はおく） 

干 064-0 目22ネ L 幌市中央区化2を困吕日- 1-3 クワヴワビル 
干07日-0831烟 II 市祖町1条 1 T 目43日-89 
〒〇日日-001巳帯広市困5を南2日 T 目 1-1 
干041 -08 11函館市富岡町 2- 1 8-7 

•ま化が反 



受が月一を9:30〜1圧00 く±.曰-巧.巧化な;業曰はおく） 




☆ Bi 点は，±坦ち受付 9:30-12:00, 13:00〜1圧00 (巧社巧ち曰はお<) 

☆東化ヴービスセンター 

FAX 

〇吕吕 -3 フ已 -4996 

干9日 1-31 吕1 

仙台市泉区上谷刈 6-10-2 己 

山形サービス認定店 

FAX 

〇吕 3-615- 1627 

干990 -0023 

山形市松波 1-8- 17 

郡山サービス認定店 

FAX 

〇吕 4-991-7466 

干 963-8861 

郡山巿鶴見巧1 -9-2 己クレールアヴ エニユー 伊蔵第2ビル1 F D 号 

盛岡サービス認定店 

FAX 

01 9-6 已 6-7648 

〒〇吕 0-0051 

盛岡市下太田下り1原 153-1 

青森ヴービス認定店 

FAX 

01 7-735-243 日 

干030 -08 吕1 

青森市瞬田 2- 16- 10 

八戸ヴービス認定店 

FAX 

01 78-44-3351 

干03 1-0802 

八戸市か中野 3-1 己-8 

か田サービス認定店 

FAX 

01 呂 -869-7401 

干010 -0802 

秋田市列姐リ1字巧の目34已 -1 

♦東京都の 



受付月一± 9:30-1 任00 ( 曰.巧-巧な休業曰は岩: <) 

巧田谷サービスステーション 

FAX 

03-53 已 7-0770 

干1己 6-005 巳 

世田谷区胎橋5-吕日-6吉崎ビル 1 F 

化東京サービスステーション 

FAX 

03-3944-7800 

干 170-0002 

皇島区集鴨 1-9-4 第兰义巧ビル 1 F 

を摩サービスステーション 

FAX 

04吕-巳24-已94フ 

干 190-0003 

立 JI 怖栄巧4-18-1エクセル立り11 F 


♦関東•甲信越地区 



受材月一を9:30〜1圧00 (± •曰-巧‘巧れ巧;お曰はお <) 




☆0 &点は，±坦ち受付 9:30-12:00, 13:00〜1圧00 ( 巧化巧業曰は除 <) 

☆干葉ヴービスステーション 

FAX 

047-773 -白354 

〒吕 75-001 6 

習志野巿津田ミ召 3-2 日-吕吕 

☆化巧栗サービスセンター 

FAX 

04呂 -6 巳 1-8030 

干 331-0812 

さいたま巿化区き原町 1-31 

か戸ヴービス認定店 

FAX 

〇呂 9-24 呂 -130 白 

干3 10-0 呂44 

水戸市住吉町307 -4 

宇都育ヴービス認定店 

FAX 

028-6 已7-已88吕 

干3吕 1-0912 

宇お宮巧 石 井町 3373-21 

群馬サービス認定店 

FAX 

0270 -2 吕 -18 已9 

干37吕 -0801 

伊聲崎巧宮子町1 191-17 パヴージュ808伊聲崎101号 

巧谓サービス認定店 

FAX 

02已 -374 -已フ56 

干 950-0982 

新谓市中央区堀之巧南 1-20-1 1 

を;语サービス指を店横山電糖商を FAX 

0259 -63-3400 

干9己 2-1 吕〇白 

佐ミ度市金并町千種1 158-1 

☆南巧まサービスセンター 

FAX 

045-943-37 呂8 

〒吕 24-0037 

横ち市都雨:区茅ヶ崎南2- 18-1 ベ j レデユール茅ヶ崎 

横おサービス認定店 

FAX 

04已 -348-8661 

〒吕 40-0043 

横お市な±ヶ谷区巧本巧250 

巧奈川西サービス認定店 

FAX 

046-231-1209 

〒吕 43-04 吕2 

ミ毎をち巿中巧田 4-1 日-已3中山ビル 1 F 

兰ち島サービス指定店瞬見電搪 

FAX 

049白 4-6- 1246 

〒1日日-1吕11 

兰宅村大字坪田 

松本ヴービス認定店 

FAX 

0263 -48-0 巳フ5 

干390 -0 呂已2 

松本市大き島立180-己パイオニア松本拠点 1 F 

長野ヴービス認定店 

FAX 

02白-229-己呂50 

干380 -0935 

長野市中御所 1-24 

甲巧サービス認定店 

FAX 

〇已5-呂呂 8- S 003 

干400 -003 已 

甲巧市飯田 4-9- 14 

♦中部地区 



受材月一を9:30〜1圧00 (±.曰-巧.巧社なお曰はお <) 




☆巧点は，±坦ち受付 9:30-12:00, 13:00〜1圧00 ( 巧社巧業曰はお <) 

☆中部ヴービスセンター 

FAX 

〇已吕-已3吕-1148 

干4已 1-0063 

ち古屋巧困区巧切2-日 -18 

岡崎サービス認定店 

FAX 

0巳白 4-33-7080 

干 444-0931 

岡崎市大祀町字荒田 36- 1大巧ビレッジ B - 1 

まサービス認定店 

FAX 

059-213-6712 

干5 14-0 呂21 

ま市垂水 522-5 

岐阜ヴービス認定店 

FAX 

〇巳呂 -274 -己呂5白 

干5日日-8384 

岐阜市致田南 4-2- 10 

静岡ヴービス認定店 

FAX 

〇已 4-236-4063 

干4吕吕 -8034 

静岡市霞河区高松 1-17-1 7 

沼まサービス認定店 

FAX 

〇已 5-967-84 已已 

干41 0-0876 

あま市化今巧に-7 

巧松ヴービス認定店 

FAX 

0巳 3-42 吕 -1401 

干 430-09 12 

お松市中区茄子町3已已 -1 

金巧ヴービス認定店 

FAX 

07白- 240-0 巳50 

干920 -0362 

金お市古版 3-60-1 K 2 ビル 1 F 

富山サービス認定店 

FAX 

076-42 已 -30 吕7 

干 939-8 吕11 

富山市 二 □町 1-7-1 

福并サービス認定店 

FAX 

077已 -27- 1768 

干9 10-0001 

福井市大願寺3-已-白 


•関西地区 


☆関困サービスセンター 

FAX 

06-6310-9120 

巧戸サービス認定店 

FAX 

078 -吕 6 已 -0832 

姫跨サービス認定店 

FAX 

0792-巳 1-26 巳己 

祀歇山サービス認定店 

FAX 

日 734-4 己-3日26 

京都サービス認定店 

FAX 

日7已 -644-797 已 

奈良サービス認定店 

FAX 

0742-已 0-0 日 S 9 

福妊!山サービス認定店 

FAX 

0773-24 -已37已 


受巧ち〜を9:30〜1目:00 (±.曰.巧-巧なホ業曰はおく） 

☆化巧は，±垣ち受け 9:30-12:00. 13:00-18:00 (巧なホ実曰はおく） 

〒已目 4-00 已吕巧田市広ち町已 -8 

干6已1 -0093 巧戸市中央区二宫の1 T 目1 0-1 □-レル兰宮 ノース アベ ニュ ー 1 F 
T 67 1-0224 姫路市別巧町佐 ±1-1 吕日 
〒己 41-0014 祀歌山市モ見11 26-4 

〒己 01-8444 京都市南区西九を森本町4イッツアイランド 1 F 
干 630-8141 奈良市南京綱り 74-2 
干 620-00 已已福が山市標尾巧町 2-74 カマ A チマンション 


参中国•四国地区 


な中四国サービスセンター 

FAX 

0 S 2 -己 34-5 日已 9 

岡山サービス認定店 

FAX 

086-250-2724 

松江サービス認定店 

FAX 

〇白已 2-22-7779 

福山サービス認定店 

FAX 

日 S 49-31-27 白 1 

鳥取サービス認定店 

FAX 

08已フ -2 S - a 01 1 

徳山サービス認定店 

FAX 

0834 "33 -己7已9 

高松サービス認定店 

FAX 

087-813-61 12 

徳島サービス認定店 

FAX 

0白 8-6 己白-6076 

高巧サービス認定店 

FAX 

088-802-3321 

松山サービス認定店 

FAX 

0 S 9 -白1 1- 己608 


受巧ち〜を9:30〜18:00 (±.曰.巧-巧なホ業曰は除く） 

☆化巧は，±垣ち受け目:30〜 12:00. 13:00-18:00 (巧なホ実曰はおく） 

干 733-0003 広島市西区与な町2"4-吕2 NK ビ JL/IF 
干700 -09 フ已岡山市化区令 3-10-10 倫前ビル 1 F 
T 690-00 17松江市西ま田4-巳 -4 日（有）テクピット巧 
干 720-081 已福山市野上町 3-12-9 
干 680-0934 鳥取市徳尾4吕吕-吕 
干74已 -0006 周南市巧冨町 3- 11森広事務所1 F 
干 760-0080 高お市木太町 862-1 

干 770- S 023 徳島市勝占町中須 92-1 大松ジョ U 力地下1階107号 
干 780-00 已1高巧市愛君町 3-12-1 3見栄ビル1 F 
干791 - SO 13松山市山越已 -12-8 




♦九州地区 

☆九州サービスセンター 
j ヒ九帅けービス認定店 
博をサービス認定店 
困九州サービス認定店 
長崎サービス認定店 
能本サービス認定店 
大分サービス認定店 
き崎サービス認定店 
唐巧島サービス認定店 


FAX 

092-412-7460 

FAX 

093-白 41-83 巳 4 

FAX 

092-461-1643 

FAX 

09 已 2-20-1 白 91 

FAX 

〇白已 -84 白-4己06 

FAX 

096 -331-3323 

FAX 

097-己已 1- 吕049 

FAX 

098己- 27-3 136 

FAX 

099-201-3803 


受时ち〜を9:30〜18:00 (±.曰.巧-巧れが業曰はおく） 

☆化なは、±垣を受巧 9:30-12:00. 13:00-18:00 (巧れが業曰は除く） 

干 S 12-0016 福岡市博を医博を駅南 2-1-9 ヤマエ博を駅南ビル 1 F 
干 SO 吕 -0044 北;九州市か含化区能本1了目 9-4 植田ビル 1 F 
干81吕 -0006 福岡市博多区上牟田 2-6-7 
干 840-0201 佐賀市大巧の大字尼寺 2688- 1 
干 S 已 2-814 已長崎市旧和 1 T 目 12-10 ク U スタル八イツ平野 
干 S 日1 -2 118能本市巧立 4-9-3 1 
干 870-0921 大分市巧原 3-23-1 已日商ビ J レ101 
干 880-0 己21宮崎市浮城町 98-1 

干 890-0046 唐巧島市西田 3-8 -吕4サニーサイド21 1 F 


•沖縄県 き巧ち〜を9:30〜18。0 (± .日.巧.巧れが業日はおく） 

沖頻サービス認定店 TEL 098-987-1 120 干 90 吕 -0073 那覇市上間 413 琉電アバート 1-5 

FAX 098-987-1 121 


平なの巧4月垣な 


記載巧客は,予告な < 巧更さだていただ < ことびありまずので予めご了を <ださい。 


困つたとを 
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.■.付録 


まを上のごを意 


• 安全にお使いいただくために、必ずお守りくだ 
さい。 

• ご使用の前にこの「安全上のご注意」をよくお読 
みのラえ、正しくお使いください。 

この取扱説明書および製品には、穀品を安全に正 
しくお使いいただき、あなたや他の方々へのを害 
や財産の損善を未然に防止ずるために、いろいろ 
な給表示をしていまず。その表示と意味は次のよ 
ラになっていまず。 

内容をよく理解してから本文をお読みください。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、 
人が死 t または重傷を負ラ可能性び想定される内 
容を示していまず。 

A ミ主意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、 
人が傷青を負ラ可能性が想定される内容および物 
的損善のみの発生び想定される内容を示していま 
す。 


r 給表示の例 

A 記号は注意(警告を含む）しなければな 

日ない内容であることをおしています。 
図の中に具体的な注意内容び描かれてい 
ます。 


A 警告 


異常時の処置 


万一、煙び出ている、変なにおいが音が 
fS^ するなどの異常状態のまま使用すると、 
火災•感電の原因となります。すぐに本 
機の電源スイッチを切り、電源プラグを 
コンセントか5抜いて<ださい。煙び出 
なくなるのを確認して、 P 及売店に修理を 
ご依頼ください。お客様による修理は危 
険ですから絶対にしないで<ださい。 

• 万一、内部に水や異物等び入った場合は、 
fS^ すぐに本機の電源スイッチを切り、電源 
プラグをコンセントから抜いて、販売店 
にご連絡ください。そのまま使用すると 
火災•感電の原因となりまず。 

• 万一、本機を落としたり、カバーを破損 
した場合は、すぐに本機の電源スイッチ 
を切り、電源プラグをコンセントから撤 
いて販売店にご連絡<ださい。そのまま 
使用すると火災’感電の原因となります。 

sn * 呈 

巧置 


• 電源プラグの巧および刃の付近にほこり 
や金11物び備している場合は、電源プ 
ラグを抜いてから乾いたおで取り除いて 
ください。そのまま使巧すると火が•感 
電の原因となります。 



0記号は禁止(やってはいけないこと）を 
おしています。 

図の中や近くに具体的な禁止巧容(左図 
の場合は分辭禁止)び描かれています。 



♦記号は行動を強制したり指おしたりす 
る内容をおしています。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場を 
は電源プラグをコンセントから旅く）び 
描かれています。 


0 - 電源コードの上に重いちのを載せたり、 
コードが本機の下敷をになったりしない 
ようにしてください。コードの上を敷物 
などで覆ラと、気づかずに重いをのを載 
せてしまラことびあります。重いちのを 
載せるとコードび傷ついて、火災-感電 
の原因となります。 
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Q I 放熱をよ<するため、他の機器や壁等か 
ら間隔をとり、ラックに入れる場合はす 
さ間をあけて<ださい。また、なのよラ 
な使い方で通風孔をふさびないでくださ 
し1。内部に熱びこちり、火災の原因とな 
ることびあります。 

^あおむけや横倒し、逆さまにする。 

-►巧し入れなど、風通しの悪い狭いところ 
に押し込む。 

-►じゆラたんやふとんの上に置く。 
^テーブルクロスなどをかける。 

Q - 付属の電源コードはこの機器のみで使用 
ずることを目的とした専巧部品です。他 
の電気製品ではご使巧になれません。他 
の電気製品で使巧した場合、発熱により 
火が-感電の原因となることびありま 
す。また電源コードは本製品に付属のを 
の iu がは使用しないでください。他の電 
源コードを使用した場合、この機器の本 
来の性能び出ないことや、電流容量不足 
による発熱から火が-感電の原因となる 
ことがあります。 

0 - 本機の上に火びついたろラそくなどの裸 
乂を置かないで<ださい。火災の原因と 
な0ます。 


使用環境 



この機器に水び入ったり、城れたりしな 
いよラにご注意ください。火災-感電の 
原因となります。雨天、隘雪中、海岸、 
水辺での使用は特にご注意ください。 


(§) 

Q 


風呂場、シャワー室等では使巧しないで 
ください。火災•感電の原因となります。 


表おされた電源電圧(交流100ボルト 
巳0 Hz/60 Hz) じ t 外の電圧で使巧しな 
いでください。火ぶ-感電の原因となり 


ます。 


使用方法 



本機の上に花びん、コップ、化粧品、薬 
品や水などの入った容器を置かないでく 
ださい。こぼれたり、中に入った場合、 
火災•感電の原因となります。 


Q 


说れた手で(電源)プラグを揣を差ししな 
いでください。感電の原因となることび 
おります。 


本機の通風孔などか5、内部に金属類や 
燃えやすいわのなど異物を差し込んだ 
り、落としたりしないでください。火災 • 
感電の原因となります。樹こルさなお子 
様のいるご家庭ではご注意< ださい。 



本機のカバーをがしたり、改造したりし 
ないでください。内部には電圧の高い部 
分びあり、火災•感電の原因となります。 
内部の点検-整備-修理は販売店にご巧 
頼ください。 


0 •電源コードを傷つけたり、加工したり、 
無理に曲げたり、ねじったり、引っ張っ 
たり、加熱したりしないでください。 
コードび破損して火災-感電の原因と 
なります。コードび傷んだら(芯線の露 
出、断線など)、販売店に交換をご依頼 
<ださし、。 



雷び鳴り出したら、アンテナ線や電源プ 
ラグには触れないでください。感電の原 
因となります。 


0 - この機器を使用でさるのは日本国内のみ 
です。また、船舶などの直流 (DC) 電源 
には接続しないで<ださい。火災の原因 
となりまず。 











im 


A ミち意 


s/1f ち 

巧置 

〇 •電源プラグは、コンセントに根元まで確実 
に差し込んでください。差し込みび不完 
全ですと発熱したり、ほこりび付着して 
火災の原因となることびあります。また、 
電源プラグの刃に触れると感電すること 
びあります。 

0 - 電源プラグは、根元まで差し込んでわゆ 
る办びあるコンセントに接続しないでく 
ださい。発熱して火災の原因となること 
びあります。，眼売店や電気工事店にコン 
セントの交換を依頼して<ださい。 

0 - ぐ5ついた台の上や傾いたところなど不 
安定な場所に置かないで<ださい。落ち 
たり、倒れたりしてけびの原因となるこ 
とびおります。 

0 - 本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、 
湿気あるいはほこりのをい場所に置かな 
いで<ださい。火災•感電の原因となる 
ことびあります。 

A - テレビ、オーディオ機器、スピーカー等 
に機器を接続する場合は、それぞれの 
機器の取撼説明書をよく読み、電源を切 
り、説明に従って接続してください。ま 
た、接続は指定のコードを使巧してくだ 
さし、 

0 * 本機の上に重いちのやが梓からはみ出る 
よラな大さなちのを置かないで<ださ 
し、バランスびくずれて倒れたり、落下 
してけびの原因となることがあります。 

0 - 本機の上にテレビを置かないでくださ 
し、放熱や通風び巧げられて、火災や故 
障の原因となることびあります。（取扱 
説明書でテレビの設置を認めている機器 
は除をます。） 


異常時の処置 


Q •電源プラグを损く時は、電源コードを 
引っ張らないでください。コードび傷つ 
を火が-感電の原因となることびありま 
す。必ずプラグを持って抜いてください。 

0 - 電源コードを熱器具に近づけないで<だ 
さい。コードの被覆び溶けて、火災•感 
電の原因となることがあります。 

•移動させる場合は、電源スイッチを切り 
pS ^ 必ず S 源プラグを]ンセントから抜き、 
列部の接続コードをがしてから、行って 
ください。コードび傷つを火災-感電の 
原因となることびあ0ます。 

Q - 本機の上にテレビやオーディオ機器を載 
せたまま移動しないで<ださい。倒れた 
り、落下してけびの原因となることびあ 
ります。重い場合は、持ち運びは吕人 
上で行って < ださい。 

0 - 窓を閉め切った自動車の中や直射日光び 
あたる堤所など、異常に温度び高<なる 
場所に放置しないでください。火がの原 
因となることびあります。 

使用方法 


0 - 長時間音び歪んだ状態で使わないで < だ 
さい。スピーカーび発熱し、火災の原因 
となることびあ0ます。 

Q •本機に栗ったり、ぶら下がったりしない 
でください。特にお子様はご注意くださ 
し、。倒れたり、壊れたりしてけびの原因 
になることびあります。 

•旅行などで長期間ご使巧にならない時 
6^は、安全のため必ず電源プラグをコンセ 
ントから抜いてください。 


電池 


ほ用上の ごを意 


0 - 指定し处外の電池は使用しないでくださ 
し、また、新しい電池とちい電池を混ぜ 
て使用しないでください。電池の破裂、 
液漏れにより、火災-けびや周囲を汚損 
する原因となることびあ0ます。 

/V • 電池を機器内に挿入する場合、極性表示 
/!\ (プラスけ)マイナス（一 ) の向を)に注意 
い 、 し、表示どおりに入れてください。間違 
えると電池の破裂、液漏れにより、火災 • 
けびや周囲を巧損する原因となることび 
あります。 

〇 '長時間使用しない時は、電池を取り出し 
ておいてください。電池から液び漏れて 
火災、けび、周囲を巧損する原因となる 
ことびあります。もし液び漏れた場含ま、 
電池ケースについた液をよく拭さ取って 
か日新しい電池を入れてください。また 
万一、漏れた液び身体についた時は、お 
でよく洗い流してください。 

0 •電池は加熱したり分解したり、火や水の 
中に入れないでください。電池の破裂、 
液漏れにより、火災、けびの原因となる 
ことびあります。 

保守-点検 


A . 己年に一度くらいは内部の掃除を販売店 
などにごネ目談ください。内部にほこりび 
たまったまま、長い間掃除をしないと火 
災や故障の原因となることびあります。 
特に湿気の多くなる梅雨期の前に行ラと 
より効果的です。なお、掃除費巧につい 
ては販売店などにご相談ください。 

C I お手入れの際は安全のために電源プラグ 
をコンセントから旅いて行ってくださ 


本機の使用環境について 
本機の使巧環境温度範囲は己で〜3已む、使巧 
環境湿度は8已下(通風孔び妨げられてい 
ないこと)です。 

風通しの悪い所や湿度び高すざる場所、直射曰 
光(または人工の強い光)の当たる場所に設置し 

なし、 C; ください。 D3-4-2-1-7 し AIJa 


r 電源コードについての注意 

電源コードは電源プラグ部を持って取り披って< 
ださい。ショートや感電の原因となるため、コード 
を引っ張ってプラグを抜いたり、濡れた手で電源 
コードに軸れたりしないでください。電源コード 
を傷つけないため、本機や家具の下敷をにならな 
いよラにしてください。電源コードは結び目を作っ 
たり、他のコードと一緒に結んだりしないでくだ 
さい。 

電源コードは、踏みつけられないぶラに配線して 
ください。破損したコードは火災や感電を引き起 
こします。電源コードに破損びないかを定期的に 
確認してください。 

ちし破損していたら、お買い上げの販売店へ交換 
を依頼してください。 


r 本機のお手入れについて 

•磨を巧や乾いた巧で、表面のほこりや汚れを拭 
さ取ってください。 

•表面び巧れているときは、中性洗剤を水で已〜 
曰倍に薄めたちのに柔らかい巧を浸してよく 
絞って、ちれを拭を取り、乾燥した巧でから巧 
をします。家具用のワックスや洗剤は使用しな 
いで < ださい。 

•製品の表面びさびることびありますので、シン 
ナ ー、 ベンジン、殺虫剤などを製品にかけたり、 
製品の近くで使巧しないでください。 


r 音のエチケット 

楽しい音楽も時と場所によっては気になるもので_ 
す。隣近所への思いやりを十分にいたしましよう。イゴ 
ステレオの音量は、あなたのわびけ次第で大を< 録 
ちかさくをなります。 

特に静かな夜間にはルさな音でを通りやすいちの 
でず。夜間の音楽鑑賞には気を配りましよラ。近 
所へ音び漏れないよラに窓を閉め、お互いにわを 
配り、快い生活環境を守りましよラ。 














付録 


技術資料 


r デジタル音声フォーマットについて 

DVD やブルーレイディスクソフトのパッケージには切下のよラな表示びされていることびあります。 

1枚のディスクに複数の音声び収録されている場合びを<、どの音声を聴<かを選択することびでをます。 
(音声の選択方法はお手持ちのプレーヤーやディスクによって異なります。） 


③ )) 


1. 英語（巳. Ich サラウンド） 

2. 日本語（ドルビーサラウンド） 

3. 英語 （ DTS 己. Ich サラウンド) 


収録音声数 録音方式 


□□ipOLBYj 

DIGITAL 



Digital Surround 


音声記録方式 


ドルビーデジタルは DVD の標準音声フォー マツ トであるため、単に巧. Ich サラウンド」と記載されてい 
る場合は、「ドルビーデジタル(巳. Ich )」 であることを示します。 


デコードとはデジタル信号処理回路などにより、圧縮記録されたデジタル信号を、わとの信号に変換 
させる技術です。また、 2 ch の音源をマルチ ch 化させる演算技術をマト U ックス•デコー 
ドと言い、日. Ich 信号を日.] ch に伸長させる技術もデコードと呼ぶことびあります。 


r ドルビ- [H DOLBY 

trueTR 1 

PRO LOGIC llz I 


高音質 


* これらの音靑は 8 チャンネルしソ上のチャンネル数をサポートしていますび、現在ブルーレイディスクお 
よび HD DVD のそれぞれの規格では、最大音声チャンネル数び8チャンネルに制限されています。 

言羊細な情報はドルビーラボラト U —ズのホームページをご覧ください。 
http :// www . dolby . co . jp / 


入力信号 

サラウンドの名称 

デコード方式 

特徴 

HD コンテンツ 

ホ Dolby TrueHD 
ホ Dolby Digital 
Plus 

ディスクリート 

高精細音声技術。 HDMI ケーブルで 
伝を可能。特に Dolby TrueHD は、 
□スレス待号化技術により最高音質 
を実現。 

已 .Ich (サラウンド 
バック ch フラグ付） 

Dolby Digital 
Surround EX 

ディスクリート 
+マトリックス 

サラウンドバック ch を使巧して、 
Dolby Di 旨け al よりを臨場感を高め 
た方式 

已 . Ich ディスク1」ート 

Dolby Digital 

ディスクリート 

DVD 切降の代表的フォーマット 

一般的な 3 ch 
ドルビーサラウンド 

(Dolby Surround ) 
Dolby ProLogic 
( llx / llz ) 

マトリックス 

すべてのステレオ信号に対応する万 
能なサラウンド技術 


プ□□ジック llx 製品は、プ□□ジック llx の持つさ 
まざまな機能を、選択して搭載することび可能で 
す。プ□□ジック llx 搭載、とキャッチフレーズさ 
れた商品でち、必ずしもまったく同じ機能を持つ 
ているとは限らないことにご注意ください。 


ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づ 
さ製造されていまず。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro 
Logic、Surround EX 及びダプル D 記号はドル 
ビーラボラト U —ズの商標です。 


fDTS 


藝 ctts~HD 

Master Audio 


入力信号 

サラウンドの名称 

デコード方式 

特徴 

HD コンテンツ 

- DTS-HD Master Audio 
- DTS-HD High 
Resolution Audio 

ディスク U —卜 

高精細音声技術。 HDMI ケー 
プルで伝を可能。特に DTS - 
HD Master 冉 udi □は、□ス 
レス符号化技術により最高音 
質を実現。 

己 . Ich (サラウンド 
バック ch フラグ付） 

- DTS_ES 
{ Matrix / Discrete ) 

ディスク U —卜 
+マト U ックス 

サラウンドバック C h を使巧し 
て、臨場感を高めたち式 

已 . Ich ディスク U - 卜 

- DTS Surround ) 

- DTS 白巨/ 24 

ディスク1」ート 

DVDL 以降の巧表的フオー 
マット 

一般的な2 ch 

DTS サラウンド 

- Ne 日: 6 

マト1」ックス 

すべてのステレオ信号に対応 
する万能なサラウンド技術 


詳細な情報は DTS のホームページをご覧ください。 
http :// www . dtsjapan . co . jp / 


米国特許已4己] 942号、已9已目巨74号、已974380号、已9787巨2号、622目61巨号、 
巨487巳3已号、7212872号、7333929号、739219已号、7272已日7号、または、米国おぶ 
びその他の国での登録済み特許、または特許申請中の実施権に基づを製造されていまず。 DTS およ 
び記号は DTS 社の登録商標であり、また、 DTS - HD 、 DTS-HD Master 冉 udi □および DTS の□コ 
は DTS 社の商標です。製品はソフトウェアを含んでいます。 ^ DTS 社不許複製。 







































im 


fMPEG-S AAC 


巧 


MPEG -2 オーディオの標準方式の 
] つで、 BS デジタルや地上デジタ 
ル放送で採用されている音声符号 
化規格です。高圧縮率なびら高音 
質を確保でさる点び特長で、番組 
内容によりマルチチトンネル設定 
び可能なフォーマツトでず。 


■米国におけるノ くテントナンバー 


08/937,9已〇 
己.848.391 
5.291.巳已7 
5.4 已 1.9 已4 
己400 433 
5.222.189 
5.3 已7.巳94 
己752 22己 
5.394.473 
5.已 83.9 巨2 
己,274.740 
5,633,981 


己.297.236 
4,9] 4,701 
己.23己.671 
07/640.己巳0 
己.己79.430 
08/678,666 
98/03037 
97/0287己 
97/02874 
98/0303巨 
己227,788 
己.28己.498 


己.481，614 
己.己92.己84 
己781，888 
08/039.478 
08/211,547 
己703.999 
08/己己7.046 
08/894,844 
己299.238 
己.299.239 
己299.240 
己197.087 


已,490,170 
已,2日4,846 
己.268.68已 
巳.37巳.189 
已.已 81. 6已4 
〇已 -183, 988 
己己48,巳74 
08/已〇曰.729 
08/已76.49己 
已,717,821 
08/392.7 己曰 


pHDM にごいて 



HDMKHi 邑 h-Definition Multimedia Interface ) とは1本のケーブルで映儘と音声を受信ずるデジタル伝 
送規格です。ディスプレイ接続技術の DVI ( Dig け al Visual Interface 佑家庭向けの才ーディオ機器胤こ 
アレンジしたものであり、高い帯域幅のデジタル内容保護 ( HDCP ) を実現した巧世代テレビ向けのイン 
ターフェース規格です。 

本機では、 HDMI 対応機器と HDMI 対応テレビなどを接続することで、圧縮されていないデジタル映儘と音 
声（ドルビーデジタル、 DTS 、 MPE 日-2 A 冉 C 、 または U ニア PCM ) を1本のケープルで伝をできます。ドルビー 
TmeHD や DTS-HD Master 冉 udi 日などの□スレスデジタル音声 フォーマッ トにも対応しています。 

本機は HDMI 機器との接続を目的として設計されています。 DVI 機器に接続した場合、 DVI 機器によって 
は正常に動作しない場合びあります。 

本機は高画質規格の Deep Col □「出力や x . v . Calor の伝送も可能でず。 


x . v . Color " および X.V.Color は、ソニー株式会社の商標です。 

HDMI、HDMI 日ユおよび Hi 旨 h-Definition Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing , LLC 
の米国とその他の国における商標または登録商標でず。 


入力端子の対応フオ ー7 


各入力端デで対応している音声フォーマツトは下のとおりです。 


入力端子 対応音声フォーマ ‘ J 


デジタル(光/同軸） 

Dolby Digital 、 DTS 、 MPEG -2 冉 AC、PCM (サンプ U ング周波数： 32 kHz 、 
44.1 kHz ' 48 kHz 、88.2 kHz ' 96 kHz ) 

HDMI 

Dolby Digital . Dolby TrueHD、Dolby Digital Plus . DTS 、 DTS - EXPRESS 、 
DTS-HD Master Audio 、 DTS-HD High Resolution Audio . MPEG -2 冉 AC 、 
2 ch から最大 8 ch までの U ニア PCM デジタル信号（サンプ U ング周波数： 

32 kHz ' 44.1 kHz 、 48 kHz ' 88.2 kHz 、 日己 kHz ' 176.4 kHz 、 

1 日 2 kHz )、 S 冉 CD (DSD 2 ch 信号)、ビデオ CD 、 スーパービデオ CD 、 

DVD 才ーディオ (192 kHz 含む） 
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付録 


仕様 


才ーディオ部 

実用最大出力 

( JEITA 、 10%. 4 n . 1 ch 駆動時） 

フ□ント 

120 W/CH (1 kHz ) 

センター 

120 W (1 kHz ) 

サラウンド 

120 W/CH (1 kHz ) 

サブウーファー 

120 W (30 Hz ) 

定格出力 

(20 Hz 〜20 kHz ' 0.已。/〇、8 Q 、 

1 ch 駆動時） 

フ□ント 

巨已 W/CH 

センター 

巨已 W 

サラウンド 

巨已 W/CH 

サブウーファー 

巨已 W 

全高調波歪に0 Hz 〜20 kHz 、 已〇 W 、 扫 Q 、 1 ch 駆動聯 

0.06 % 

保証インピーダンス 

4 n 〜]巨 0 

入力端子(感度/インピーダンス） 

200 mV /47 kQ 

SN 比 ( IHF 、 シヨートサーキット、冉ネットワーク） 

90 dB 

ビデオ部 

信号レベル 1コンポジット 1 ] Vp-p 口已 Q ) 

チューナー部 

FM 

チューナー帯域 

76.0 MHz 〜90.0 MHz 

アンテナ 

7 已 0 不巧衡型 

AM 

チューナー帯域 

已 22 kHz 〜1巨29 kHz 

アンテナ 

ループアンテナ 

デジタル入出力部 

HDMI 端子 |1日ピン（己 V 、100 m 冉） 

電源 部-その他 

電源 

A 巳] 00 V 、已〇 Hz /60 Hz 

消費電力 

70 W 

待機時消費電力(スタンノ くイが態） 

0.巳 W (コント□-ル機能 ON )/ 

0.4已 W ロント□-ル機能 OFF ) 

が形寸法(幅 X 高さ X 奥行） 

43已 mm X 85 mm x 317 mm 

質量体体のみ） 

4 ぶ kg 




セットアップ用マイク . 1 

リモコン . 1 

単4形乾電池(動作確認用) . 2 

冉 M ループアンテナ . 1 

FM アンテナ . 1 

電源コード 
イ呆証書 

取扱説明書(本書） 


夕 お知らせ 

-仕様と外観は改良のため予告なく変更すること 
びお0ます。 

• iPod は米国および他の国々で登録された Apple 
Inc . の商標です。 
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16 , 19 . 22 
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日. 7. 22 


8, 33 


. 18 

.17. 18 

. 18 

.6, 7,17, 20 

. 23 

. 22 

. 34 


画 

ダイナ S ックレンジコント□ール 

ディスプレイ . 

ディマー . 

ディメンション . 

デジタル . 

デジタル音声 . 

デモ表示 . 

デュアルモノラル . 

電源コード . 

ドルビー . 

入力端子 . 

パノラマ . 

フォーマット . 

プ U アゥト . 

フ□ントサラウンド■アドバンス 
フ□ント八イトスピーカー .... 已 . 7, 

へッドホン . 

ホームメニュー . 


画 

外部アンプ . 

基本再生 . 

ク□スオーバー周波数 . 

さ行 

再《器 . 

サウンドディレイ . 

サウンドレト U バー . 

サラウンドバック ch 処理... 
サラウンドバックスピーカー 

シアターモード . 

自動電源オフ . 


雨 I 

ミッ ドナイト . 18 

画 

ラウドネス . 18 

ラジオ .10. 15 

U スニングモード .13. 16 

リモコン . 式 4. 13 


初期化 . 27 

スピーカー . 巨. 7, ]2 

スピーカーシステム . 20 

スピーカー出カレベル . 21 

スピーカー端デの切り換え . 8 

スピーカーの自動設定 . 12 

スピーカーの設定 . 20 

スピーカーまでの距離 . 21 

ス U —プタイマー . 4 

接続ケープル . 8 

セットアップ用マィク . 12 

センターイメージ . 19 

センター幅 . 19 


.1 .さがみ . 

アコースティックキヤ U プレーシヨン EQ .…18 


アナ□グ .] a 1式22 

アンテナ . 10 

ェつモード . 16 

エラーメッセージ . 12 

オーディオ調整機能 . 18 

オーディオ I 」ターンチヤンネル . 日，23 

才 一 I-MCACC . 12 

オートディレイ . 19 

オートレベルコント□ール . 16 

お手入れ . 31 


9 3 
1 3 


9己49332812 
113 2 13 3 


31 

12 


ア J レフアベット 

AUTO DELAY . 19 

ARC .9. 23 

AUTO SURR .16 

BLUETOOTH アダプター .10.14 

Channel Level .21 

CENTER IMAGE .19 

CENTER WIDTH .19 

DIMENSION .19 

DRC .19 

DTS .1 巨. 32 

ECO モード .16 

EQ .18 

FIXED PCM .18 

FSS ADVANCE .16 


HEIGHT GAIN .19 

HDMI .8 .日.1日. 23. 26, 33 

HDMI によるコント□-ル機能 .9. 23 

Input Assign .22 

LFEATT (LFE アツテネータ ー).19 

LOUDNESS .18 


Manual SP Setup .20 

MIDNIGHT .18 

MPE 白- 2 AAC .13, 33 


OSD 


8, 9.12. 20 


PCM フィックス .18 

PHASE CTRL .18 

PHONES SURR .16 

PANORAMA .19 

Pre Out Setting . 呂呂 


SOUND DELAY .18 

SOUND RTRV .18 

SOUND WING .16 

Speaker Distance .21 

Speaker Setting .20 

Speaker System .2 曰 

S . R 冉旧 .16 

STEREO .16 

STEREO ALC .16 

UP MIX .17 

X.OVER .21 


i 
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< 各窓口へのお問い合わせの時のごを意 > 

roi2oj で始まる原!フ U - コールおよび f © フ U - コールは、携帯電話 ■ PHS などからは、 
ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 • PHS などからご利用可能ですび、通話料びかかります。 


ご相談窓口のご案内 ※番号をよくお確かめの上でおかけいただきますよラお願いいたしまず 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買いホめの販売店様へ 
お問い合わせください。 

商品に ついての ご相談窓 □ 

• 商品のご購入や取り扱い、故障かどラかのご相談窓□およびカタ n グのご請ホについて 

カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーコール） 

受付時間月曜〜金曜日:30〜1狂00、±曜日:30〜12:00、 13:00-17:00 (日曜■祝日■脾社体業曰は除く） 
■家庭用才ーディオ/ビジュアル商品 13 0120-944-222 一般電話曰44-已 72 — 8102 

■ファックス 044-己 72-8] 03 

■インターネットホームぺージ http://pioneer.jp/support/ 

※商品についてよくあるお問い合わは-メールマガジン登绩のご案内-お客様登録など 


修理窓口のご案内 ※番号をよ<お確かめの上でおかけいただきまずよラお願いいたしまず 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどうかご確認 
ください。それでち正常に動作しない場合は、①型名②ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 


修理についてのご相談窓 □ 

• お買いまめの販売店に修理の依頼び出来ない場合 


修理夏付窓 □ 

受付時間月曜〜金曜日:30〜18:00、 

±曜日:30〜12:00、 13:00-17:00 (日曜-祝曰■脾社休業曰は除く） 

■電話 

ra 0120— 已一 8] 0さ扫 一般電言舌曰44一已72 — 810曰 

■ファックス 

巧0120-已-8]02日 

■インターネットホームぺージ 

http://pioneer.jp/support/repair/ 

※家庭用オーディオ/ビジュアル商品はインターネットによる修 S のお申し込みを受付けてお D ます 

沖縄サービス認定店（沖縄県のみ） 

受付時間月曜〜金曜日:30〜18:00 (±曜.日曜.祝曰.脾社休業曰は除 <) 

■-般電話 

〇白扫一白87—]120 

■ファックス 

09扫一白87—]121 


部品のご購入についてのご相談窓 □ 


参部品（付属品、 U モコン、取扱説日月書など）のご購入について 


部品受ミまセンター 

受付時間月曜〜金曜日:30〜1狂00、 

±曜日:30〜12:00、 13:00-17:00 (日曜-祝曰■脾社化業曰は除く） 

■電話 

0120—已一 8] 〇日已 

一般電言舌 044—ち72 — 8107 

■ファックス 

0120—已一8]0白巨 



平成23年4月現在記載内容は、モちなく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 
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